
　４月中旬に東郷湖羽合臨海公園
の長和田公園内でシバザクラが見
頃を迎えました。ピンク色の花の
じゅうたんを見に多くの人が足を
運び、春の訪れを感じていました。
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熱
中
症
に
な
る
メ
カ
ニ
ズ
ム

　
人
は
運
動
や
仕
事
な
ど
で
体
を

動
か
す
と
、
体
内
で
熱
が
作
ら
れ

体
温
が
上
昇
し
ま
す
。
体
温
が
上

昇
す
る
と
汗
を
か
い
た
り
、
体
の

表
面
か
ら
熱
を
放
出
し
た
り
し
て

体
温
を
調
節
し
ま
す
。
し
か
し
、

気
温
や
湿
度
が
高
い
環
境
下
で

は
、
体
内
で
作
ら
れ
た
熱
が
う
ま

く
体
外
に
放
出
で
き
ず
、
体
に
熱

が
た
ま
り
ま
す
。
そ
し
て
、
体
内

の
水
分
が
失
わ
れ
、
次
第
に
汗
を

か
か
な
く
な
り
、
体
温
調
節
が
困

難
に
な
る
こ
と
で
、
熱
中
症
が
引

き
起
こ
さ
れ
ま
す
。

熱
中
症
の
予
防
・
対
策

■
こ
ま
め
な
水
分
補
給

　

ス
ポ
ー
ツ
ド
リ
ン
ク
な
ど
塩

分
や
糖
分
が
含
ま
れ
て
い
る
飲

料
は
水
分
の
吸
収
が
ス
ム
ー
ズ

に
で
き
、
汗
を
か
い
て
失
っ
た

塩
分
補
給
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

た
だ
し
、
飲
み
過
ぎ
に
は
注
意

し
ま
し
ょ
う
。

■
十
分
な
睡
眠

　
通
気
性
や
吸
収
性
の
良
い
寝
具

を
使
い
、
エ
ア
コ
ン
や
扇
風
機
な

ど
も
上
手
に
使
い
ま
し
ょ
う
。
睡

眠
環
境
を
整
え
る
こ
と
で
、
寝
て

い
る
間
の
熱
中
症
を
防
ぐ
こ
と
が

で
き
る
と
と
も
に
、
ぐ
っ
す
り
眠

れ
る
こ
と
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

■
暑
さ
に
対
す
る
工
夫

　
普
段
過
ご
す
場
所
の
気
温
と
湿

度
を
気
に
し
ま
し
ょ
う
。
風
通
し

を
良
く
す
る
こ
と
や
直
射
日
光
を

避
け
る
工
夫
を
し
ま
し
ょ
う
。

■
衣
服
の
工
夫

　
衣
服
は
麻
や
綿
な
ど
通
気
性
の

良
い
も
の
を
選
ん
だ
り
、
下
着
は

吸
収
性
や
速
乾
性
に
優
れ
た
素
材

を
選
ん
だ
り
し
ま
し
ょ
う
。

暑
さ
に
負
け
な
い
体
づ
く
り
を
！

　

日
頃
か
ら
適
度
な
運
動
を
心
掛

け
、
熱
中
症
に
な
り
に
く
い
体
を

つ
く
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
旬
の

食
材
を
た
く
さ
ん
使
っ
た
食
事

や
、
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事

を
取
り
ま
し
ょ
う
。

■
ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
１

　

ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
１
は
、
糖
質
を
エ

ネ
ル
ギ
ー
に
変
え
、
疲
労
回
復
を

助
け
ま
す
。
豚
肉
や
ウ
ナ
ギ
、
玄

米
、
大
豆
製
品
に
多
く
含
ま
れ
ま

す
。
ニ
ン
ニ
ク
と
一
緒
に
食
べ
る

こ
と
で
ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
１
の
吸
収
率

が
良
く
な
り
ま
す
。

■
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ

　

ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
は
、
免
疫
力
を
高

め
、
日
焼
け
の
予
防
に
も
な
り
ま

す
。
果
物
や
野
菜
、
イ
モ
類
な
ど

に
多
く
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
果
物

や
野
菜
な
ど
に
は
水
分
も
多
く
含

ま
れ
て
い
ま
す
の
で
し
っ
か
り
と

食
べ
ま
し
ょ
う
。

■
ク
エ
ン
酸

　

ク
エ
ン
酸
は
、
梅
干
し
や
レ
モ

ン
な
ど
の
か
ん
き
つ
類
、
キ
ウ
イ

フ
ル
ー
ツ
な
ど
に
多
く
含
ま
れ
ま

す
。
酸
味
が
唾
液
の
分
泌
を
上
昇

さ
せ
、
胃
腸
の
働
き
を
良
く
し
ま

す
。
ま
た
、
食
欲
を
増
進
さ
せ
る

効
果
も
あ
り
ま
す
。

暑
く
な
る
前
か
ら

　

熱
中
症
対
策
を
！

　
近
年
５
月
で
も
気
温
が
25
度
を
超
え
る
日
が
増
え
て
い

ま
す
。
暑
さ
に
慣
れ
て
い
な
い
と
熱
中
症
に
な
る
危
険
性

が
高
ま
り
ま
す
。
正
し
い
予
防
法
を
知
り
、
普
段
か
ら
気

を
付
け
る
こ
と
で
熱
中
症
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

【問い合わせ】
役場健康推進課

（℡ 35-5375）

まめなかえ？
―管理栄養士の健

け ん こ う

幸だよりー

第２回
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令
和
５
年
度
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種

　

本
年
度
は
、
１
・
２
回
目
接
種

を
終
了
し
た
５
歳
以
上
の
人
を

対
象
と
し
て
９
月
か
ら
12
月
に

か
け
て
１
回
追
加
接
種
を
行
い

ま
す
。
ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
に
か
か
っ
た
場

合
の
重
症
化
リ
ス
ク
が
高
い
人

な
ど
に
つ
い
て
は
、
５
月
か
ら

８
月
に
か
け
て
前
倒
し
て
さ
ら

に
１
回
追
加
接
種
（
計
２
回
追

加
接
種
）
を
行
い
ま
す
。

■
令
和
５
年
春
開
始
接
種

　
（
５
月
８
日
～
８
月
）

▼
対
象
者　

　

１
・
２
回
目
接
種
を
終
了
し
た

12
歳
以
上
の
人
の
う
ち
、
次
の
①

〜
③
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

①
65
歳
以
上
の
高
齢
者

②�

基
礎
疾
患
を
有
す
る
人
や
、
重

症
化
リ
ス
ク
が
高
い
と
医
師
が

認
め
る
64
歳
ま
で
の
人

③
医
療
従
事
者
な
ど

▼
使
用
す
る
ワ
ク
チ
ン

　
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
対
応
２
価
ワ
ク

チ
ン

▼
接
種
間
隔

　
最
終
接
種
か
ら
３
カ
月
以
上

▼
接
種
券
発
行

　
①
に
該
当
す
る
人
に
は
、
接
種

券
を
４
月
中
に
発
送
し
ま
し
た
。

　

②
③
に
該
当
す
る
人
は
、役
場

健
康
推
進
課
ま
た
は
東
郷
・
泊
各

支
所
窓
口
に
備
え
付
け
の
申
請
書

に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、提
出

い
た
だ
く
か
、町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
申
請
書
を
取
得
し
、メ
ー
ル
ま
た

は
郵
送
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
申
請
書
提
出
先

　
役
場
健
康
推
進
課
、
東
郷
・
泊

各
支
所
窓
口

■
令
和
５
年
秋
開
始
接
種

　
（
９
月
～
12
月
）

▼
対
象
者

　

１
・
２
回
目
接
種
を
終
了
し
た

５
歳
以
上
の
人

▼
使
用
す
る
ワ
ク
チ
ン

　

現
在
検
討
中

▼
予
約
方
法

①
役
場
健
康
推
進
課
に
電
話

　
（
平
日
８
時
30
分
〜
17
時
15
分
）

②�

ウ
ェ
ブ
ま
た
は
左
下
の
二
次
元

コ
ー
ド
か
ら
予
約
（https://

jum
p.m
rso.jp/312037

）

■
初
回
接
種

　
引
き
続
き
、
全
て
の
年
齢
の
未

接
種
者
を
対
象
に
、
初
回
接
種
を

協
力
医
療
機
関
で
実
施
し
ま
す
。

■
５
～
11
歳
の
追
加
接
種

　
小
児
用
の
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
対
応

２
価
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
協
力
医
療

機
関
で
実
施
し
て
い
ま
す
。
追
加

　

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の
特
例
臨
時
接
種
の
期
間
が
１
年

間
延
長
さ
れ
、
令
和
６
年
３
月
末
ま
で
自
己
負
担
な
し
で
接

種
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

追
加
接
種
を
ご
検
討
く
だ
さ
い

接
種
が
可
能
な
人
は
、
８
月
末
ま

で
接
種
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の

で
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

■
生
後
６
カ
月
～
４
歳
の

　
初
回
接
種

　

初
回
接
種
を
乳
幼
児
用
ワ
ク
チ

ン
で
接
種
し
ま
す
。
５
歳
以
上
の

初
回
接
種
と
は
異
な
り
、
３
回
で

１
セ
ッ
ト
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　
役
場
健
康
推
進
課

　
（
〒
６
８
２ｰ

０
７
２
３　

久
留

19
番
地
１
、
℡
３
５ｰ

５
３
７
５
、

電
子
メ
ー
ル
：ykenkou@

yuriham
a.jp

）
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矢
亜
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也
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長
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彦
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子
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田
植

　幹
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員
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宅
住
境
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村

　
　
　
　

織
香

　井
平

　事

　主

員
門
専
育
教
児
幼

子
祥

　田
野

　
　
　
　

　長

　課

之
義

　本
石

　宣
貞

　井
藤

　事

　参

彦
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　久
秋

　事

　参

佐
補
長
課

　

紳
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栄
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　岡
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會
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ど
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０
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談

国民宿舎

荘
　
明
　
水

誠

　
　椋

小

　人
配
支

宏
明

　村
市

　長
務
事

５
３

―

２
６
３
５

５
３

―

７
６
３
５

２
３

―

６
１
１
１

８
４

―

２
１
０
６

長
所

(

兼)

子
和

　田
上

　員
理
調
任
主

恵
敏

　本
岡

　

也
哲

　田
下

　員
理
調

実
真

　木
門

　員
理
調

子
貴

　脇
宮

　員
理
調

長
館
兼
幹
主
副

志
篤

　本
河

　員
談
相
活
生

雄
典

　村
中

　 ５
３

―

２
５
１
２

館
分
合
羽

館
　
分
　
泊

央
真

　本
榎

　員
務
業

吾
昌

　海
土

　員
務
業

也
雄

　田
石

　員
務
業

子
佳
理
田
藤

　員
務
業

館
　
書
　
図

館
民
公
央
中

ほ
づ
み
尾
西
　
事
　
主

員
進
推
育
教
権
人

恵
　
　
口
村
　
　
　
　

長
係

(

兼)   

具
豊
　
田
池

係
進
推
育
教
権
人

）
内
校
学
小
合
羽
（
室
書
図
合
羽

り
ま
と
ザ
ラ
プ
い
さ
お
し

尋
千
　
田
西
　
事
　
主

貴
洸

　井
河

　事

　主

員
門
専
道
水
下
上
・
策
対
家
き
空

一
希

　本
河

　
　
　
　

上 

水 

道 

係
行
好

　部
武

　長

　係

長

　係

輔
大

　江
入

　
下 

水 

道 

係

織
香

　本
岡

　事

　主

実
す
あ
本
蔵

　事

　主

師
技
木
土

地
大

　田
小

　

館
童
児
畑
田
・
館
会
化
文

２
３

―

３
６
９
０

５
３

―

７
１
２
４

館
童
児
浜

２
３

―

１
１
４
０

幹
主

(

兼)

　

也
達
　
本
山

　長

　課

頼
貴

　田
西

佐
補
長
課

子
祐

　立
足

　

子
幸

　田
大

　幹

　主
長 

　
寿
　

 

課
　
祉
　
福

５
３

―

８
７
３
５

樹
直
　
田
山

事
主
育
教
会
社
兼
事
主

鹿
秋
　
野
中
　
　
　
　

関
に
ど
な
港
漁、
道
農、
良
改
地
土

と
こ
る
す

地
産
地、
興
振
の
業
産
水
林
農

と
こ
る
す
関
に
ど
な
消

生
者
費
消、
泉
温、
光
観、
工
商

と
こ
る
す
関
に
ど
な
談
相
活

、
雪
除、
業
事
木
土、
川
河、
路
道

と
こ
る
す
関
に
ど
な
湾
港

、
地
緑
園
公、
査
調
の
画
計
市
都

と
こ
る
す
関
に
ど
な
業
事
路
街

と
こ
る
す
関
に
般
全
道
水
上

と
こ
る
す
関
に
般
全
道
水
下

農、
整
調
の
係
関
用
利
の
地
農

と
こ
る
す
関
に
ど
な
帳
台
家

５
３

―

４
４
３
５

４
３

―

１
１
０
３

７
４

―

２
５
５
５

４
３

―

６
２
２
３

事務所長

福祉事務所

）
兼
（

明
寿

　川
吉

代
知

　田
前

　長

　課

佐
補
長
課

則
宗

　下
山

　佐
補
長
課

　

子
恵
　
崎
川

代
智
美
塚
米
　
幹
　
主

児
生
民、
祉
福
域
地、
祉
福
会
社

童
児、
祉
福
子
母、
赤
日、
員
委
童

と
こ
る
す
関
に
ど
な
当
手
養
扶

者
害
障
別
特、
祉
福
者
い
が
障

と
こ
る
す
関
に
ど
な
当
手

課
祉
福
合
総

５
３

―

３
７
３
５

係
援
支
活
生

係
祉
福
合
総

係
祉
福
い
が
障

紀
由
美
根
塚

　長

　係
長
係

(

兼)

代
智
美
塚
米

　
長
係

(

兼) 　

則
宗
　
下
山

里
美

　井
向

　幹
主
副

、
援
支
者
窮
困
活
生、
護
保
活
生

に
業
事
備
整
制
体
援
支
的
層
重

と
こ
る
す
関

係
祉
福
寿
長

長

　係

　

代
邦
　
根
山

　

要、
業
事
防
予
護
介、
険
保
護
介

に
祉
福
の
者
齢
高、
定
認
護
介

と
こ
る
す
関

子
智

　山
福

　事

　主

　事

　主

恵
千

　田
新員

門
専
祉
福
寿
長

二
英

　坂
尾

　
　
　
　

擁
利
権、
談
相
合
総
の
者
齢
高

防
予
護
介、
険
保
護
介、
業
事
護

士
祉
福
会
社

子
菜
佳

　林

　士
祉
福
会
社

彩

　
　藤

安

　

員
門
専
援
支
護
介

　

幹
主
副

　

　
　
治
英
　
原
石

幹
主
副

　

史
武

　村
中

大
達

　川
吉

　事

　主

奈
梨
絵
藤
伊

　事

　主

長
係

(

兼)

文
直

　谷
塩

　

幹
主

(

兼) 

　

也
達
　
本
山

治
哲

　立
足

　長

　係

師
技
木
土

悟
健

　濱
大

　

彦
達
　
　
森
　
事
　
主

長

　館

み
と
さ
増
米

　

汰
佑
　
江
入
　
事
　
主

）
兼
（長
所

　

頼
貴

　田
西

子
愛

　尾
松

　幹
主
副

員
門
専
援
支
護
介
任
主
兼
幹
主
副

美
理

　中
田

　
　
　
　

館
き
ん
げ
の
な
ん
み
浜
梨
湯

(

兼) 

　

也
達
　
本
山

事

　主

　

　
　
樹
大
　
坂
尾

く
づ
康
健、
室
教
動
運
館
分
泊

と
こ
る
す
関
に
業
事
り

太
健

　水
清

　事

　主

員
援
支
祉
福
合
総

薦

　
　根

山

　
　
　
　

サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
こ
と

教
育
施
設
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
施

ポ
ー
ツ
団
体
の
育
成
な
ど
に
関

洞
ヶ
瀬
以
津
子

館
長

役場職員組織図
令和５年５月１日現在
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　区　　　分
住 宅 新 築 資 金 等 貸 付 事 業 特 別 会 計
高齢者及び障がい者住宅整備資金貸付事業特別会計
国 民 健 康 保 険 事 業 特 別 会 計
後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計
介 護 保 険 特 別 会 計
温 泉 事 業 特 別 会 計
長 瀬 財 産 区 特 別 会 計
橋 津 財 産 区 特 別 会 計
宇 野 財 産 区 特 別 会 計
舎 人 財 産 区 特 別 会 計
東 郷 財 産 区 特 別 会 計
花 見 財 産 区 特 別 会 計

　　 区 　 分 　
一 般 会 計

下 水 道 事 業 会 計
水 道 事 業 会 計
国 民 宿 舎 事 業 特 別 会 計

　　 金 額 　
12,028,502

138,355
399,269

  3,472,258

　予算額
 1,286

 20
1,883,156

 221,682
2,072,111

  9,205
1,950

 609
817

70
4,796
1,543

　収入済額
1,285

 - 

40,000

 1,855,662
 212,401

 1,715,821
   8,637

1,723
  384
676

44
4,791
1,542

　支出済額
 33
 19

1,711,615
 215,549

1,870,155
 6,004
1,531

285
610

24
4,081
1,497

【国民宿舎事業特別会計】
■収入

区　　分
損益勘定
資本勘定
■支出

区　　分
損益勘定
資本勘定
【水道事業会計】
■収入

区　　分
損益勘定
資本勘定
■支出

区　　分
損益勘定
資本勘定

予算額
200,084
40,000

予算額
259,717

4,142

予算額
257,707

13,404

予算額
252,921

77,966

収入済額
212,208

支出済額
257,457

4,142

収入済額
258,233

13,401

支出済額
229,134

73,118

区　分

町 民 税
固 定 資 産 税
軽 自 動 車 税
た ば こ 税

計
（入 湯 税）

予算現額

  657,634 
 657,656 

 71,189 
 96,073 

1,482,552
(12,750)

総額
 650,138 
 663,779 

 71,116 
 96,078

1,481,111
(12,035)

一世帯当たり
101
103

11
15

230
-

一人当たり
40
40

4
6

90
-

　収　　入　　済　　額
単位：千円

単位：千円

その他の内訳（※）
科　　　目

議 会 費
商 工 費
消 防 費
災 害 復 旧 費

予 備 費

予算額
83,286

402,144
288,635
297,117

21,199

支出済額
81,583

320,073
274,648
211,276

-

（予　算　額）
収　入　済　額

〔単位：千円〕

（予　算　額）
支  出　済　額

〔単位：千円〕

単位：千円

単位：千円

単位：千円

単位：千円

単位：千円

単位：千円

予算額
11,245,661

収入済額
 10,089,506

町税
（1,495,302）

1,493,146

地方交付税
（4,462,021）

4,528,431

分担金
および負担金

（75,383）
58,766

使用料
および手数料
（106,698）

90,475

国庫支出金
（1,886,433）

1,723,562

県支出金
（890,401）

745,907

諸収入
（111,730）

  90,792 その他（※）
（2,217,693）

1,358,427

予算額
11,245,661

支出済額
9,030,068

総務費
（1,708,549）

1,279,724

民生費
（3,298,521）

2,638,272

農林水産業費
（474,728）

304,415

衛生費
（883,595）

785,118

土木費
（1,423,933）

911,642

教育費
（1,066,216）

926,016

公債費
（1,257,738）

1,257,301

その他（※）
（1,132,381）

927,580

諸 支 出 金 40,000 40,000

【下水道事業会計】
■収入

区　　分
損益勘定
資本勘定
■支出

区　　分
損益勘定
資本勘定

予算額
935,130
957,734

予算額
921,301

1,293,039

収入済額
926,962
715,599

支出済額
880,550

1,050,511

単位：千円

単位：千円

　

令
和
４
年
度
の
一
般
会
計
の
当

初
予
算
額
は
１
０
０
億
６
０
０
万

円
で
し
た
。こ
れ
を
補
正
予
算
で
、

上
半
期
に
５
億
６
５
７
２
万
円
、

下
半
期
に
５
０
２
万
円
を
そ
れ
ぞ

れ
増
額
し
ま
し
た
。

　

下
半
期
の
補
正
予
算
で
は
、
旧

北
溟
中
学
校
跡
地
に
関
す
る
土
地

購
入
費
、
周
辺
道
路
の
整
備
、
た

じ
り
こ
ど
も
園
を
新
設
移
転
す
る

た
め
の
実
施
設
計
費
、
高
騰
す
る

光
熱
費
や
燃
料
費
の
対
策
と
し
て

の
各
種
給
付
金
の
支
給
、
乳
幼
児

へ
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク

チ
ン
接
種
を
開
始
す
る
経
費
な
ど

感
染
症
対
策
の
た
め
の
予
算
を
計

上
し
ま
し
た
。
ま
た
、
事
業
進し

ん
ち
ょ
く捗

に
合
わ
せ
て
、
町
営
住
宅
建
替

事
業
や
羽
合
小
学
校
増
築
工
事

の
た
め
の
実
施
設
計
費
を
増
額

し
ま
し
た
。

　

最
終
の
現
計
予
算
は
１
０
５
億

７
６
７
４
万
円
と
な
り
、こ
れ
に
前

年
度
か
ら
の
繰
越
事
業
費
６
億

６
８
９
２
万
円
を
加
え
た
予
算
現
額

は
１
１
２
億
４
５
６
６
万
円
で
す
。

　

令
和
５
年
３
月
31
日
現
在
の
一

般
会
計
予
算
執
行
状
況
は
、
収
入

済
額
は
１
０
０
億
８
９
５
１
万
円
、

支
出
済
額
は
90
億
３
０
０
７
万
円

で
す
。

まちの財政状況
令和４年10月～令和５年３月

令和４年度

その他の内訳（※）
一般会計歳入

科　　　目  予算額 収入済額
地  　方 　 譲 　 与 　 税 73,880 71,607
利　子　割　交　付　金 1,006 1,000
配　当　割　交　付　金 7,810 7,821
株式等譲渡所得割交付金 6,857 6,220
法  人  事  業  税  交  付  金 13,865 14,378
地  方  消  費  税  交  付  金 363,862 363,862
環  境  性  能  割  交  付  金 6,106 6,049
地   方   特   例   交   付   金 17,737 17,737
交通安全対策特別交付金 1,264 1,364
財　 　産　 　収　　 入 8,373 7,629
寄　　　　付　　　　金 163,552 160,154
繰　　　　入　　　　金 263,197 227,021
繰　　　　越　　　　金 381,384 381,385
町　　　　　　　　　債 908,800 92,200

　
令
和
４
年
度
下
半
期
の
町
の
財
政
状
況
に
つ
い
て
、
一
般
会

計
を
中
心
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
上
半
期
の
状
況
に
つ
い
て
は

『
広
報
ゆ
り
は
ま
』
令
和
４
年
11
月
号
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。
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　区　　　分
住 宅 新 築 資 金 等 貸 付 事 業 特 別 会 計
高齢者及び障がい者住宅整備資金貸付事業特別会計
国 民 健 康 保 険 事 業 特 別 会 計
後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計
介 護 保 険 特 別 会 計
温 泉 事 業 特 別 会 計
長 瀬 財 産 区 特 別 会 計
橋 津 財 産 区 特 別 会 計
宇 野 財 産 区 特 別 会 計
舎 人 財 産 区 特 別 会 計
東 郷 財 産 区 特 別 会 計
花 見 財 産 区 特 別 会 計

　　 区 　 分 　
一 般 会 計

下 水 道 事 業 会 計
水 道 事 業 会 計
国 民 宿 舎 事 業 特 別 会 計

　　 金 額 　
12,028,502

138,355
399,269

  3,472,258

　予算額
 1,286

 20
1,883,156

 221,682
2,072,111

  9,205
1,950

 609
817

70
4,796
1,543

　収入済額
1,285

 - 

40,000

 1,855,662
 212,401

 1,715,821
   8,637

1,723
  384
676

44
4,791
1,542

　支出済額
 33
 19

1,711,615
 215,549

1,870,155
 6,004
1,531

285
610

24
4,081
1,497

【国民宿舎事業特別会計】
■収入

区　　分
損益勘定
資本勘定
■支出

区　　分
損益勘定
資本勘定
【水道事業会計】
■収入

区　　分
損益勘定
資本勘定
■支出

区　　分
損益勘定
資本勘定

予算額
200,084
40,000

予算額
259,717

4,142

予算額
257,707

13,404

予算額
252,921

77,966

収入済額
212,208

支出済額
257,457

4,142

収入済額
258,233

13,401

支出済額
229,134

73,118

区　分

町 民 税
固 定 資 産 税
軽 自 動 車 税
た ば こ 税

計
（入 湯 税）

予算現額

  657,634 
 657,656 

 71,189 
 96,073 

1,482,552
(12,750)

総額
 650,138 
 663,779 

 71,116 
 96,078

1,481,111
(12,035)

一世帯当たり
101
103

11
15

230
-

一人当たり
40
40

4
6

90
-

　収　　入　　済　　額
単位：千円

単位：千円

その他の内訳（※）
科　　　目

議 会 費
商 工 費
消 防 費
災 害 復 旧 費

予 備 費

予算額
83,286

402,144
288,635
297,117

21,199

支出済額
81,583

320,073
274,648
211,276

-

（予　算　額）
収　入　済　額

〔単位：千円〕

（予　算　額）
支  出　済　額

〔単位：千円〕

単位：千円

単位：千円

単位：千円

単位：千円

単位：千円

単位：千円

予算額
11,245,661

収入済額
 10,089,506

町税
（1,495,302）

1,493,146

地方交付税
（4,462,021）

4,528,431

分担金
および負担金

（75,383）
58,766

使用料
および手数料
（106,698）

90,475

国庫支出金
（1,886,433）

1,723,562

県支出金
（890,401）

745,907

諸収入
（111,730）

  90,792 その他（※）
（2,217,693）

1,358,427

予算額
11,245,661

支出済額
9,030,068

総務費
（1,708,549）

1,279,724

民生費
（3,298,521）

2,638,272

農林水産業費
（474,728）

304,415

衛生費
（883,595）

785,118

土木費
（1,423,933）

911,642

教育費
（1,066,216）

926,016

公債費
（1,257,738）

1,257,301

その他（※）
（1,132,381）

927,580

諸 支 出 金 40,000 40,000

【下水道事業会計】
■収入

区　　分
損益勘定
資本勘定
■支出

区　　分
損益勘定
資本勘定

予算額
935,130
957,734

予算額
921,301

1,293,039

収入済額
926,962
715,599

支出済額
880,550

1,050,511

単位：千円

単位：千円

一般会計歳出

公営企業会計

特別会計

住民負担の概要
令和５年３月末日現在
（世帯数＝ 6,438 世帯、人口＝ 16,394 人）

地方債現在高状況
令和５年３月末日現在
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行政に関する相談や要望を受け付けます

【問い合わせ】総務省鳥取
行政監視行政相談センター

（℡ 0857-24-5541）

　４月１日付で行政相談委員の委嘱替えが行われま
した。本町では、引き続き、西原定代さん（羽合）、
戸羽君男さん（泊）、山田政則さん（東郷）が総務
大臣から委嘱されました。任期は、令和７年３月 31
日までです。

■行政相談委員とは
　総務大臣から市町村ごとに委嘱され、無償で、皆
さんから行政サービスへの要望や暮らしの困りごと
をお聞きし、解決のための助言や、関係機関への連
絡を行っています。

西原定代さん 戸羽君男さん 山田政則さん

ゆ
り
は
ま
ヘ
ル
シ
ー
く
ら
ぶ
健
康
コ
ラ
ム

先
着　
人
限
定

新
規
入
会
に
コ
ー
ヒ
ー
進
呈

　
歩
数
や
消
費
カ
ロ
リ
ー
を
測
定

で
き
る
活
動
量
計
を
身
に
着
け
、

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
を
中
心
と
し
た
運

動
で
健
康
づ
く
り
を
行
う
ゆ
り
は

ま
ヘ
ル
シ
ー
く
ら
ぶ
会
員
を
随
時

募
集
し
て
い
ま
す
。

　

新
規
入
会
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
と
し

て
、
５
月
の
入
会
申
し
込
み
受
け

付
け
分
か
ら
、
先
着
20
人
に
ド

リ
ッ
プ
コ
ー
ヒ
ー
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

し
ま
す
。
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
入

会
く
だ
さ
い
。

■
事
業
期
間　

　

12
月
31
日
（
日
）
ま
で

■
入
会
条
件

　

満
20
歳
以
上
で
、
町
内
に
在
住

ま
た
は
在
勤
し
て
い
る
人

■
年
会
費　
千
円

■
特
典

　

歩
数
に
応
じ
て
ポ
イ
ン
ト
が
付

き
、
た
め
た
ポ
イ
ン
ト
は
景
品
と

交
換
で
き
ま
す
。

（
景
品
：
カ
タ
ロ
グ
ギ
フ
ト
、
町

指
定
ご
み
袋
、
タ
ニ
タ
監
修
メ

ニ
ュ
ー
用
金
券
）

■
手
続
き
方
法

　

会
員
申
込
書
に
年
会
費
を
添
え

て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
申
込
書

は
、
役
場
健
康
推
進
課
お
よ
び
東

郷
・
泊
各
支
所
に
設
置
し
て
い
る

ほ
か
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
取
得

で
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

役
場
健
康
推
進
課

　
（
℡
３
５ｰ

５
３
７
５
）

　
運
動
目
標
の
参
考
に

ア
ド
バ
イ
ス
シ
ー
ト
を
発
送

　
ゆ
り
は
ま
ヘ
ル
シ
ー
く
ら
ぶ
会

員
を
対
象
に
、
歩
数
状
況
や
獲
得

ポ
イ
ン
ト
な
ど
の
情
報
を
掲
載
し

た
『
ア
ド
バ
イ
ス
シ
ー
ト
』
を
２

カ
月
ご
と
に
発
信
し
て
い
ま
す
。

運
動
や
測
定
記
録
の
ほ
か
、性
別
・

年
代
別
の
順
位
な
ど
も
掲
載
し
て

い
ま
す
の
で
、
自
分
に
合
っ
た
運

動
目
標
を
設
定
す
る
際
の
参
考
と

し
て
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

20

　
５
月
は
ア
ド
バ
イ
ス
シ
ー
ト
の
発
送
月
で
す
。
ま
た
、

先
着
20
人
限
定
の
新
規
入
会
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
行
い
ま

す
の
で
、
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
入
会
く
だ
さ
い
。

タニタコーヒー　プレミアムブレンド

▼ 取り組みに対する管理栄養
士の評価も載っています。
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い
き
い
き
！
農
業
！

～
農
業
委
員
会
だ
よ
り
～

急
ぐ
と
き
ほ
ど
慎
重
に
！

農
作
業
中
の
事
故
に
注
意

　

農
繁
期
を
迎
え
る
こ
の
時
季
、

乗
用
型
ト
ラ
ク
タ
ー
が
交
差
点
を

曲
が
り
き
れ
ず
に
農
地
や
水
路
に

転
落
し
て
運
転
者
が
投
げ
出
さ
れ

た
り
、
下
敷
き
に
な
っ
た
り
す
る

事
故
が
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。

耕
う
ん
機
な
ど
の
農
業
機
械
は
、

突
発
的
な
動
き
を
し
や
す
い
も
の

で
す
。
後
方
の
安
全
確
認
や
ゆ
っ

く
り
と
し
た
作
業
操
作
な
ど
を
心

掛
け
ま
し
ょ
う
。

　

農
業
機
械
は
作
業
効
率
を
高
め

る
た
め
に
欠
か
せ
な
い
も
の
で
す

が
、
慣
れ
に
よ
る
油
断
や
見
込
み

で
の
運
転
は
、
事
故
の
原
因
と
な

り
ま
す
。
定
期
的
に
点
検
し
、
余

裕
を
持
っ
た
作
業
を
心
掛
け
る
な

ど
、
安
全
意
識
を
持
っ
て
農
作
業

に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

ま
ち
の
環
境
美
化
と

交
通
安
全
に
ご
協
力
を

　

ト
ラ
ク
タ
ー
な
ど
に
よ
る
農
作

業
の
際
は
、
田
や
畑
か
ら
道
路
へ

出
る
前
に
必
ず
泥
や
土
を
落
と
し

ま
し
ょ
う
。
道
路
に
落
ち
た
泥
や

土
の
塊
は
、
景
観
を
損
ね
る
だ
け

で
な
く
、
通
行
の
妨
げ
と
な
り
危

険
で
す
。
土
の
塊
に
自
転
車
の
ハ

ン
ド
ル
を
取
ら
れ
て
転
倒
し
、
け

が
を
さ
れ
た
事
例
も
あ
り
ま
す
。

や
む
を
得
ず
泥
を
落
と
し
た
場
合

は
、
速
や
か
に
ス
コ
ッ
プ
で
取
り

除
く
な
ど
、
道
路
の
清
掃
を
し
ま

し
ょ
う
。

強
風
時
で
の
農
薬
や
肥
料
の

散
布
は
控
え
ま
し
ょ
う

　

農
地
周
辺
の
住
民
か
ら
、
強
風

時
に
農
薬
や
肥
料
の
散
布
が
行
わ

れ
る
こ
と
に
よ
り
「
家
に
ま
で
農

薬
・
肥
料
が
飛
ん
で
く
る
た
め
、

洗
濯
物
が
屋
外
に
干
せ
な
く
て
困

る
」
と
い
う
苦
情
が
寄
せ
ら
れ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
強
風
時
に

は
、
効
果
的
な
散
布
が
で
き
ま
せ

ん
。
周
辺
へ
の
悪
影
響
も
あ
る
た

め
、
農
薬
や
肥
料
の
散
布
は
気
象

状
況
に
応
じ
た
実
施
を
お
願
い
し

ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

町
農
業
委
員
会
事
務
局

　
（
℡
３
５ｰ

５
３
８
９
）

　

役
場
産
業
振
興
課

　
（
℡
３
５ｰ

５
３
８
４
）

全国農作業安全確認運動啓発ステッカー

　公共交通機関（鉄道・バス）を利用して通学する
高校生の通学定期券の購入額の一部を補助します。

高校生の通学費を支援します

■対象者　以下の全てに該当する人
① 町内に住所を有し、県内の高等学校に通学している人
② 公共交通機関（鉄道・バス）の通学定期券を利用

する人で購入額が月額 7,000 円を超える人（特急
料金は除く）

③ 他の制度で通学費の全額補助を受けていない人
■対象期間　４月１日～令和６年３月 31 日
■助成額　月額 7,000 円を超えた額
■ 申請方法　所定の交付申請書に必要書類を添付し

て、町教育委員会教育総務課に提出してください。

公共交通機関を利用する人が対象

申請書は、町教育委員会教育総務課および東郷・
泊各支所に備え付けているほか、町ホームページ
からも取得できます。

■受付期限　６月 30 日（金）
■ その他　補助額の算定には、購入した全ての通学

定期券の写しが必要となりますので、必ず保管し
ておいてください。また、前年度助成を受けられ
た人でも本年度分の申請を行う必要があります。

■問い合わせ
　町教育委員会教育総務課（℡ 35-5362）
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　青少年の健全育成を目的とした青少年育成湯
梨浜町民会議では、町内で実施するイベントでボ
ランティアとして協力していただける学生を募
集しています。

学生ボランティアを募集します

■募集対象
　町在住または町内の学校に通っている中学生
以上の学生
■主なイベント
　▼ぐるっと湯梨浜スタンプラリーハイク▼ポ
ニーといっしょに自然体験！！―など
■応募方法
　上記の二次元コードから応募いただくか、問
い合わせ先にご連絡ください。

■その他　
▼ 応募いただいた人には、イベントごとにメー

ルまたは郵送によりご案内します。
▼ ボランティアに参加いただいた人には、イベ

ントごとにボランティア参加証明書を発行し
ます。

■ 問い合わせ
　町教育委員会生涯学習・人権推進課
　（℡ 35-5367）

　

町
内
で
子
育
て
の
支
援
活
動

を
行
っ
て
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

団
体
「
ゆ
り
は
ま
子
育
て
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
く
ぷ
く
ぷ
」
が
、
家

庭
教
育
支
援
チ
ー
ム
と
し
て
活

動
を
始
め
ま
し
た
。

■ 

家
庭
教
育
支
援
チ
ー
ム
っ
て

何
？

　
文
部
科
学
省
が
積
極
的
に
推
進

し
て
い
る
、
身
近
な
地
域
で
子
育

て
や
家
庭
教
育
の
相
談
に
乗
っ
た

り
、
親
子
で
参
加
す
る
さ
ま
ざ
ま

な
取
り
組
み
を
行
っ
た
り
す
る
、

子
育
て
経
験
者
を
は
じ
め
と
す
る

多
様
な
人
材
で
構
成
さ
れ
た
自
主

的
な
集
ま
り
で
す
。

■
く
ぷ
く
ぷ
の
活
動

　
毎
月
第
３
日
曜
日
に
開
催
し
て

い
る
、
地
域
の
人
と
ふ
れ
あ
い
な

が
ら
親
子
で
の
び
の
び
遊
べ
る
場

「
あ
そ
び
〜
の
」
を
中
心
に
、
子

育
て
に
役
立
つ
講
座
の
開
催
な
ど

も
予
定
し
て
い
ま
す
。

■
「
あ
そ
び
～
の
」
っ
て
？

　
主
に
湯
梨
浜
学
園
の
グ
ラ
ウ
ン

ド
を
会
場
に
チ
ー
ム
員
の
見
守
り

の
中
、ヤ
ギ
と
の
ふ
れ
あ
い
、シ
ャ

ボ
ン
玉
、
ボ
ー
ル
遊
び
な
ど
自
由

に
活
動
し
ま
す
。
親
子
だ
け
で
な

く
、
保
護
者
同
士
の
交
流
の
場
で

も
あ
り
ま
す
。

　

興
味
の
あ
る
人
は
、
左
記
の
二

次
元
コ
ー
ド
か
ら
登
録
い
た
だ
く

か
、
問
い
合
わ
せ
先
に
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

■ 
問
い
合
わ
せ
　
町
教
育
委
員
会

生
涯
学
習
・
人
権
推
進
課

　
（
℡
３
５ｰ
５
３
６
７
）

ゆりはま子育てネットワークくぷくぷ
家庭教育支援チーム
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■日時　令和６年１月３日（水）14 時～
　（受け付け 13 時 15 分～）
■場所　ハワイアロハホール
■対象
　平成 15 年４月２日～平成 16 年４月１日に生
まれた人で、町内在住の人および町内の小・中
学校を卒業した人
※手話通訳、介助などのご要望がございまし
たら、問い合わせ先にご相談ください。
実行委員募集
　対象者の中から実行委員を募集します。記念
品の内容や当日の受け付けなどの役割分担を決

めます。
　ご協力いただける人は、下記の二次元コード
で応募いただくか、問い合わせ先にご連絡くだ
さい。
■ 問い合わせ　町教育委員会事務局生涯学習・

人権推進課（℡ 35-5367）

町営住宅などの入居者募集

■募集期間　５月８日（月）～ 19 日（金）
【はわい長瀬団地】

■場所　はわい長瀬 2597 番地３
■概要　鉄筋コンクリート造５階建て（集合住宅）、
　築 44 年
■ 募集戸数　２戸＝▼１号棟５階（３DK）▼２号棟

２階（２DK）
■家賃　24,000 円
※ 共益費、駐車場代が別途必要です。
■応募要件　応募される人は、収入などの要件があ
ります。

【みなと団地】
■場所　泊 1591 番地１
■ 概要　鉄筋コンクリート造３階建て（集合住宅）、

築 20 年、電化住宅

■募集戸数　２戸＝▼１階（２DK）▼３階（２DK）
■家賃　37,000 円
※ 駐車区画１台分付き
■応募要件　応募される人は、年齢、世帯構成、収
入などの要件があります。

【浜山団地】
■場所　園 2226 番地１
■概要　木造２階建て（一戸建て）、築 28 年
■募集戸数　１戸＝３LDK
■家賃　42,000 ～ 54,000 円
※敷地内に２台程度駐車できます。駐車場代は不要
です。
※ 入居者全員の所得に応じて、決定します。
■ 応募要件　応募される人は、収入などの要件があ

ります。

町営定住促進・地域定住賃貸・特定公共賃貸住宅入居者

■募集期間　▼１次募集＝５月８日（月）～ 19 日（金）
　▼２次募集＝５月 22 日（月）～６月２日（金）
※１次募集には、県が定める優先入居世帯のみ応募
できます。１次募集で入居者が決定した場合、２次
募集は実施しません。

【泊港団地】
■場所　泊 1596 番地

県営住宅入居者
■ 概要　鉄筋コンクリート造３階建て（集合住宅）、

築 29 年
■募集戸数　１戸＝１階（３DK）
■ 家賃　所得および世帯構成などにより県が決定し

ます。駐車場代が別途必要です。
■ 応募要件　応募される人は、収入な

どの要件があります。

【問い合わせ】
役場町民生活課

（℡ 35-5318）

　町営住宅などの入居者を募集しています。募集期間中に、役場町民生活課または東郷・
泊各支所でご応募ください。内見は、平日９時から 16 時まで可能ですので、事前にお申
し込みください。応募者多数の場合は、抽選により入居者を決定します。

開催日時が決まりました

令和６年湯梨浜二十歳のつどい
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まちづくり創造事業

■対象事業
　原則３年以上継続できる新規事業のうち、町
の活性化が図られるソフト事業で次のいずれか
に該当する事業
①町民と行政との協働
②まちづくりに関する調査・研究活動
③ 産業振興や福祉など、まちづくりの活性化を

目的とする活動

■最近の支援事業
　▼鬼嫁の里プロゼクト▼みんなの食堂ゆるり
ん ▼地域食堂（とまり食堂）―など
■対象団体　町内団体、県登録 NPO 法人、各区
■助成額
　事業費５万円以上の事業に対し、事業費の２
分の１以内で上限 20 万円を最長３年間
■申込期限　６月 26 日（月）

　自主的・継続的にまちづくり活動を行う団体を支援します。令和５年度に実施予定の
活動が対象となります。詳細はお問い合わせください。

【 申し込み・問い合わせ】ハワイアロハホール（℡ 35-5678）

　

電
子
納
付
が
可
能
に
な
っ
た

こ
と
に
よ
り
、
ご
自
宅
の
パ
ソ

コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど

か
ら
ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
の
「
地
方
税

お
支
払
い
サ
イ
ト
」
を
利
用
し

て
、
ス
マ
ホ
決
済
ア
プ
リ
や
ク

レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
な
ど
で
納
付

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

納
付
書
に
印
刷
さ
れ
る
「
地

方
税
統
一
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
」
を
利

用
し
て
、
全
国
の
地
方
税
統
一

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
対
応
金
融
機
関

で
、
手
数
料
無
料
で
納
付
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　
町
民
生
活
課

　
（
℡
３
５ｰ

３
１
１
６
）

町
税
の
納
付
方
法
が

　
　

新
た
に
増
え
ま
し
た

本年度から可能な
納付方法

　

地
方
税
共
通
納
税
シ
ス
テ
ム
（
ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
）
を
利
用
し
て
電
子
納

付
が
可
能
だ
っ
た
町
県
民
税
（
給
与
特
別
徴
収
）、法
人
町
民
税
に
加
え
、

４
月
１
日
か
ら
、
町
県
民
税
（
普
通
徴
収
）、
固
定
資
産
税
、
軽
自
動
車

税
（
種
別
割
）、国
民
健
康
保
険
税
も
電
子
納
付
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

た
だ
し
、
介
護
保
険
料
お
よ
び
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
納
付
方
法

は
変
更
あ
り
ま
せ
ん
。

追加の納付方法

▼現金納付
▼口座振替（町に登録）
▼コンビニ収納
▼スマホ収納

従来の納付方法 ▼クレジットカード
▼インターネットバンキング
▼ ATM
▼ 口座振替（地方税お支払い

サイトに登録）

町民が主役のまちづくり活動支援
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「
認
知
症
な
ど
に
よ
り
目
が
離

せ
な
く
な
っ
た
」「
一
人
で
出
掛

け
た
と
き
に
家
に
戻
っ
て
来
ら

れ
る
か
心
配
」
な
ど
、
認
知
症
の

人
の
介
護
に
不
安
を
抱
え
て
い

ま
せ
ん
か
。

　

認
知
症
の
人
や
そ
の
ご
家
族

が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
に

な
る
よ
う
、
認
知
症
に
よ
る
行
方

不
明
を
未
然
に
防
ぎ
、
早
期
発
見

す
る
た
め
の
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

認
知
症
高
齢
者
等

事
前
登
録
制
度　

　

認
知
症
に
よ
り
行
方
不
明
の
恐

れ
の
あ
る
人
な
ど
の
情
報
や
写
真

を
事
前
に
登
録
し
、
役
場
長
寿
福

祉
課
、
役
場
総
務
課
、
倉
吉
警
察

署
で
適
正
に
管
理
し
ま
す
。
万
一
、

行
方
不
明
と
な
っ
た
場
合
に
、
円

滑
な
捜
索
活
動
に
活
用
し
ま
す
。

■ 

申
請
方
法　

　

ご
本
人
の
写
真
（
上
半
身
と
全

身
）
を
持
参
の
上
、
役
場
長
寿
福

祉
課
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

認
知
症
高
齢
者
等

個
人
賠
償
責
任
保
険
事
業

　

認
知
症
高
齢
者
等
事
前
登
録
制

度
に
登
録
し
て
い
る
人
で
、
住
民

基
本
台
帳
に
登
録
さ
れ
、
町
内
に

在
宅
で
生
活
し
て
い
る
40
歳
以
上

の
人
に
対
し
て
町
が
保
険
料
を
負

担
し
、
万
一
、
交
通
事
故
な
ど
で

法
律
上
の
賠
償
責
任
を
負
っ
た
場

合
に
補
償
を
行
う
も
の
で
す
。

認
知
症
高
齢
者
見
守
り
支
援
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す

行
方
不
明
防
止
と
早
期
発
見
の
た
め

認
知
症
高
齢
者
等

位
置
情
報
機
器
利
用
助
成
事
業

　

認
知
症
な
ど
に
よ
り
、
行
方
不

明
と
な
る
恐
れ
の
あ
る
人
を
在
宅

で
介
護
し
て
い
る
親
族
の
人
に
対

し
て
、
Ｇ
Ｐ
Ｓ
機
能
を
活
用
し
た

位
置
情
報
検
索
シ
ス
テ
ム
を
利
用

す
る
場
合
の
初
期
費
用
の
一
部
を

助
成
し
ま
す
。

■ 

助
成
内
容

　

位
置
情
報
機
器
の
契
約
金
や
端

末
代
金
な
ど
の
初
期
費
用

（
上
限
５
千
円
）

■ 
申
請
方
法

　

位
置
情
報
機
器
サ
ー
ビ
ス
事
業

者
に
申
し
込
み
（
契
約
）
後
、
領

収
書
や
初
期
費
用
の
金
額
が
分
か

る
資
料
の
写
し
を
持
参
の
上
、
役

場
長
寿
福
祉
課
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

役
場
長
寿
福
祉
課

　
（
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
）

　
（
℡
３
５ｰ

５
３
７
８
）

高齢者・家族

役
場
長
寿
福
祉
課

（
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
）

事前登録の申請

役場総務課

倉吉警察署

連携・情報共有

連携・情報共有

連携・情報共有

役
場
長
寿
福
祉
課

（
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
）

高
齢
者
向
け

見
守
り
サ
ー
ビ
ス

●●会社

②申し込み

③サービス提供

①制度・事業紹介

④申請

⑤助成金

高齢者
GPS 端末

家族

位置情報検索

●認知症高齢者等事前登録制度

●認知症高齢者等位置情報機器利用助成事業
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公

中

央

公

民

館
（
℡
３
２ｰ

１
１
１
６
）

中
央
公
民
館
羽
合
分
館
（
℡
３
５ｰ

５
３
４
４
）

中
央
公
民
館
泊
分
館
（
℡
３
４ｰ

３
０
１
１
）

信

館
民

通

湯
梨
浜
文
芸

今
月
の
一
句
・
一
首

日 時　５月 15 日（月）
　13 時 30 分～ 14 時 30 分
場所　中央公民館泊分館研修室
講師　荒川智子さん
　（ハンドメイド作家／テレンパレン）
参加費　1,000 円
定員　先着 10 人
申込期限　５月８日（月）
申 し込み・問い合わせ
　中央公民館泊分館

寄せ植え教室
～プニプニ・モコモコの多肉植物を飾ろう～

【中央公民館泊分館】
●�山田行則　似顔絵作品展
　５月 13日土～６月 11日日

ロ
ビ
ー
展

　知識や教養を身に付けるとともに、仲
間とのふれあいを深め、明るく豊かで生
きがいのある生活を送るための学習の場
です。
開講期間　５月～令和６年３月
対象者　60 歳以上
学習内容　全体学習（歴史講座、健康講
座など）、趣味コース（グラウンド・ゴ
ルフ、体操、陶芸など）
申込期限　５月 12 日（金）
申 し込み・問い合わせ　
　中央公民館および羽合・泊各分館
※詳細は、『広報ゆりはま』に折り込み
のチラシをご覧ください。

令和５年度湯梨浜文化大学
受講者募集！

日 時　５月 21 日（日）10 時～ 11 時 30 分
場所　中央公民館
講師　川上治さん
参加費　無料
定員　先着 10 人
持 ち物　包丁（１人２本まで）
申込期限　５月 15 日（月）
申 し込み・問い合わせ　中央公民館

包丁研ぎ講習会
～家庭で簡単に研げるコツを教わろう～

あ
や
め
句
会

蝶ち
ょ
う

舞
う
て
古
墳
の
眠
り
妨
げ
ず

日
を
追
う
て
小
さ
き
紫
い
ぬ
ふ
ぐ
り

地
虫
出
て
芝
の
上
に
も
あ
る
迷
路

佇た

つ
丘
の
昨
日
遠
く
し
霞か

す

み
け
り

褪あ

せ
て
な
ほ
変
ら
ぬ
目
元
古
雛び

い
な

木
の
芽
吹
き
峰
の
明
る
さ
広
げ
ゆ
く

は
に
か
め
る
少
女
の
や
う
な
梅
ひ
ら
く

春
祭
近
き
神
社
の
手
入
れ
か
な

湖
を
鳶と

び

の
旋
回
山
笑
ふ

稚
魚
放
ち
そ
つ
と
見
守
る
春
の
川

暖
か
き
窓
辺
に
来
る
一
年
生

三
対
の
古
り
し
狛こ

ま

犬
春
め
け
る

色
白
の
昭
和
の
雛ひ

な

の
伏
し
目
が
ち

椋　

誠
一
朗

椋　
　

則
子

中
前　

惇
子

長
安　

節
子

福
井　

敏
江

田
中　

恒
代

福
羅
加
代
子

足
立　

年
子

山
本　

和
子

田
中　
　

治

立
木　

文
子

和
田
田
鶴
子

宮
脇　

典
子

日 時　５月 27 日（土）10 時～ 11 時
場所　ハワイアロハホール集会室
内 容　「いた気持ちいい」を目安に体を

ゆすり脱力させマッサージするセルフ
ケアを学びます。

参加費　無料
定員　先着 10 人
持 ち物　飲み物、タオル、運動ができる

服装、ヨガマット（持っている人）
申込期限　５月 24 日（水）
申 し込み・問い合わせ　
　中央公民館羽合分館

からだの時間
～自力整体教室～

包丁研ぎ講習会 寄せ植え教室

からだの時間

令和５年度湯梨浜文化大学
受講者募集！
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町   立   図   書   館（℡ 48-6012）
羽   合   図   書   室（℡ 47-5552）
しおさいプラザとまり（℡ 34-3226）
開館時間／ 10 時～ 18 時
休�館日／１日、８日、９日、10 日、

11 日、15 日、22 日、26 日、29 日

おはなし会
1 ５月 14 日（日）
■場所　町立図書館
■ 内容　図書館ボランティア柳井

沙羅さんによるおはなし会
2 ５月 21 日（日）
■場所　しおさいプラザとまり
■ 内容　図書館ボランティア森

本せつさんによるおはなし会
3 ５月 28 日（日）
■場所　羽合図書室
■ 内容　え本の会「梟

ふくろう

」松田和代
さんによるおはなし会

※ 開 催 時 間 は 全 て、10 時 30 分
から 11 時までです。
※ 幼児が対象です。

５月の特集コーナー
【町立図書館】

お でかけ特集　暖かくて気持ちの良い季節は、自
然と外へ出たくなりますね！　おでかけに関す
る本を楽しい思い出作りにお役立てください。

お べんとう特集　ピクニックや遠足などのイベント
にピッタリなおべんとうレシピや、マンネリを解
消するおべんとうレシピの本を集めました。

【羽合図書室】
〇 〇活特集　推し活、朝活、腸活などいろんな活動が注目されています。

自分に合った〇〇活を探したり、もっと追求してたりしてみてはいか
がでしょうか。

【しおさいプラザとまり】
げ んき特集　「湯梨浜みんなのげんき館」オープン２年目！　カラダと

ココロの元気を、しおさいプラザも一緒に、本で応援します！

図書館
だより

新着図書情報　３月～４月に入荷した本の一部をご紹介します
『覇王の轍』／相場英雄
『黄色い家』／川上未映子
『恋とそれとあと全部』／住野よる
『認知症 700 万人時代の失敗しない「成年後見」の使い方』／鈴木雅人
『文系の為のめっちゃやさしい筋肉』／佐々木一茂・監修
『使い切れない農地活用読本』／農山漁村文化協会―など

進め！

　
こ
ん
に
ち
は
。
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の

池
本
で
す
。

　
５
月
13
日
（
土
）、
東
郷
湖
畔
公
園
で

「
リ
ユ
ー
ス
テ
ー
マ
パ
ー
ク
」
を
開
催
し

ま
す
。
キ
ッ
ズ
フ
リ
マ
、
マ
ル
シ
ェ
の

ほ
か
、
空
き
家
相
談
会
ブ
ー
ス
、
リ
メ
イ
ク
ブ
ー
ス
を
設

置
し
ま
す
。
キ
ッ
ズ
フ
リ
マ
は
使
い
道
の
な
く
な
っ
た
子

ど
も
服
や
絵
本
、
お
も
ち
ゃ
な
ど
の
キ
ッ
ズ
ア
イ
テ
ム
を
、

必
要
な
人
の
手
に
届
け
る
こ
と
を
目
的
と
し
ま
す
。
捨
て

る
の
は
忍
び
な
く
手
元
に
残
し
て
お
き
た
い
気
持
ち
の
あ

る
人
は
、
子
ど
も
服
を
違
う
形
に
よ
み
が
え
ら
せ
る
リ
メ

イ
ク
ブ
ー
ス
に
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。
空
き
家
相
談
会

で
は
、
空
き
家
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
お
悩
み
に
専
門
員

が
お
答
え
し
ま
す
。
地
域
で
、
家
族
で
、
リ
ユ
ー
ス
に
つ

い
て
考
え
る
一
日
に
し
ま
し
ょ
う
。
皆
さ
ん
の
ご
来
場
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

協力隊

図書館サポーターを募集中
　　図書館の業務を体験し、図書館を身近に感じ、親しみを持っていた
だくため、図書館サポーターを募集しています。ご希望の人は、町立図
書館にお申し込みください。
■募集対象　高校生以上の人
■ 活動内容　本の配架や補修、資料および書架の整理、おはなし会など

各種イベントの手伝いなど

～地域おこし協力隊通信～
vol.86
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な
い
永
久
の
権
利
と
し
て
、
現
在
及
び

将
来
の
国
民
に
与
え
ら
れ
る
」
と
定
め

て
い
ま
す
。

　

基
本
的
人
権
は
、
誰
も
が
生
ま
れ
な

が
ら
に
保
障
さ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

私
た
ち
は
、
日
々
の
生
活
の
中
で
お
互

い
の
人
権
を
尊
重
し
合
い
、
人
権
尊
重

の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
こ
と
が

大
切
で
す
。

　　

５
月
３
日
の
憲
法
記
念
日
は
、
昭
和

22
年
５
月
３
日
に
「
日
本
国
憲
法
」
が

施
行
さ
れ
た
こ
と
を
記
念
し
て
制
定
さ

れ
ま
し
た
。
こ
の
日
を
含
む
５
月
１
日

か
ら
７
日
ま
で
の
１
週
間
が
「
憲
法
週

間
」
で
す
。

　

日
本
国
憲
法
は
、「
国
民
主
義
」「
平

和
主
義
」
と
と
も
に
「
基
本
的
人
権
の

尊
重
」
を
大
き
な
柱
と
し
て
い
ま
す
。

憲
法
第
11
条
は
、「
国
民
は
、
す
べ
て
の

基
本
的
人
権
の
享
有
（
生
ま
れ
な
が
ら

に
身
に
付
け
て
い
る
こ
と
）
を
妨
げ
ら

れ
な
い
。
こ
の
憲
法
が
国
民
に
保
証
す

る
基
本
的
人
権
は
、
侵
す
こ
と
の
で
き

町教育委員会生涯学習・人権推進課
（℡ 35-5369）

～あいさつで　つながる思い　広がる笑顔～
人権教育シリーズvol.131

共に生きる―

湯
梨
浜
今
昔
物
語

　

国
史
跡
の
橋
津
古
墳
群
が
並
ぶ
ハ
ワ

イ
・
馬
ノ
山
公
園
内
の
展
望
駐
車
場
横

に
、
大
き
な
石
碑
が
建
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
石
碑
に
は
、
全
国
強
制
抑
留
者
協

議
会
会
長
の
揮き

ご
う毫
に
よ
り
「
旧
ソ
連
抑

留
者　

慰
霊
之
碑
」
と
刻
ま
れ
て
い
ま

す
。
終
戦
50
周
年
を
記
念
し
て
、
鳥
取

県
慰
霊
碑
建
立
実
行
委
員
会
に
よ
り
平

成
７
年
12
月
に
建
立
さ
れ
た
よ
う
で
す
。

　

慰
霊
碑
の
そ
ば
に
あ
る
碑
文
に
は
、

委
員
長
の
井
上
万
吉
男
氏
に
よ
る
、
次

の
内
容
が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

過
ぐ
る
大
東
亜
戦
争
の
終
結
に
際
し

ソ
ビ
エ
ト
連
邦
は
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
に
違

反
し
、
満
州
・
北
朝
鮮
・
樺
太
・
千
島

等
に
居
た
日
本
軍
人
及
一
部
民
間
人
約

六
十
万
人
を
不
法
に
も
シ
ベ
リ
ア
な
ど

に
強
制
連
行
し
た
。

　
酷
寒
の
地
で
飢
餓
の
上
、
過
酷
な
重

労
働
を
強
制
さ
れ
約
六
万
人
が
死
亡
し

た
。
わ
が
鳥
取
県
人
は
約
三
百
人
余
に

及
び
、
そ
の
遺
体
は
祀
ら
れ
る
こ
と
な

く
異
國
の
凍
土
に
さ
ら
さ
れ
放
置
さ
れ

た
ま
ゝ
で
あ
る
。
又
抑
留
中
の
後
遺
症

で
歸
國
後
死
亡
し
た
者
約
三
百
人
余
で

あ
り
、
誠
に
痛
恨
の
極
み
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
悲
劇
は
我
が
國
の
歴
史

に
前
例
が
な
く
、
非
道
こ
の
上
な
い
行

為
で
、
永
く
後
世
に
伝
え
ら
れ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

　
祖
國
の
犠
牲
と
な
ら
れ
た
尊
い
御
霊

を
鎮
め
、
世
界
の
恒
久
平
和
を
祈
念
し

て
、
こ
の
碑
を
建
立
す
る
。

　

碑
文
を
読
み
、
悲
惨
な
出
来
事
が

あ
っ
た
歴
史
へ
の
認
識
を
深
め
る
と
と

も
に
、
平
和
な
世
を
つ
く
る
努
力
を
す

る
必
要
を
強
く
感
じ
ま
し
た
。

町
文
化
財
保
護
委
員

　
　
　
　
　
　
　

田
渕　

喜
之（
橋
津
）

世
界
平
和
を
願
っ
た
慰
霊
碑

　
５
月
１
日
～
７
日
は

　
憲
法
週
間
で
す

慰霊碑

　
人
権
教
育
研
究
推
進
員
を
紹
介

　　

人
権
尊
重
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す

る
た
め
、
今
後
の
町
行
政
の
人
権
教
育

の
推
進
の
在
り
方
に
つ
い
て
研
究
、
助

言
い
た
だ
い
て
い
る
人
権
教
育
研
究
推

進
員
の
７
人
を
紹
介
し
ま
す
。

▼
久
葉
俊
二
さ
ん
▼
安
達
恵
美
子
さ
ん

▼
西
田
文
弥
さ
ん
▼
新
川
裕
二
さ
ん
▼

石
原
春
代
さ
ん
▼
川
本
栄
二
さ
ん
▼
吉

岡
悟
志
さ
ん
で
す
。
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国際交流員ジャック・グレンの
雑談コーナー

ジャックと
豆知識

Let's Talk!vol.17

　皆さん、こんにちは！　国際交流員のジャック
です。先日、中央公民館泊分館主催の講座「ジャッ
クの湯梨浜おもしろ体験談 ～アメリカと違う暮
らしの発見～」に講師として参加しました。最初
に自己紹介として、国際交流員の役割や業務、私
の日本語学習の経験と出身地のサンディエゴにつ
いて発表しました。次に、泊漁港の風景や町特産
のフルーツのおいしさなど、私が感じた町の魅力
について話しました。
　最後は、本題である日本とアメリカの暮らし
の違いについて発表し、ゴミ分別や食文化の違
いなど、いろいろな豆知識を披露しました。参
加者からは「面白い」「驚いた」という感想を
聞き、楽しい時間になりました。町に着任して
初めての外国文化を伝える講座でしたので、至
らない点も多々あったかと思いますが、皆さん
に楽しんでいただき、うれしく思います。この
ほど参加してくださった皆さん、本当にありが
とうございました！

「A
ア ス ク

sk J
ジ ャ ッ ク

ack!」
ジャックに聞いてみよう！

Q. ジャックさんと直接話してみたいのですが、
どのようにすれば会えますか？

A. 多くの町民と交流したいという思いから、私
と直接話せる機会をいろいろ設けています。
まず、町民向けの英会話教室を開催していま
す。初心者や英語が苦手な人でも学べるよう
に工夫しています。そして、今後は定期的に
国際理解講座も開いていこうと思っています。
普段は役場本庁舎２階のまちづくり企画課で
仕事しているので、気軽に声をかけてくださ
い。派遣申込書を提出していただければ、皆
さんが行う事業に参加することもできます。
派遣を希望される場合はご連絡ください。私
が企画する講座やイベントは、町ホームペー
ジなどでお知らせします。それでは、皆さん
とお会いすることを楽しみにしています。
■�質問の応募方法　応募用紙（様式自由）に「年

齢」「住所」「質問事項」を記載の上、役場ま
ちづくり企画課または東郷・泊各支所にご持
参いただくか、メールまたは郵送で提出して
ください。
■�提出先　役場まちづくり企画課（〒 682-0723

久留 19 番地 1、ykikaku@yurihama.jp）　今月は羽合地域の 30 代の人からの質問です。

　町では、まち・ひと・しごと創生総合戦略の策定や、事業の実施状況を検証する
「ゆりはま創生総合戦略会議」の委員を募集します。若者世代を軸とした幅広い意見
を次世代のまちづくりに反映するため、意見をお聞かせください。

■募集人数　１人以上
■任期　委嘱の日～令和７年５月 31 日（２年間）
■ 応募資格　次の全てに該当する人
①町内在住または在勤している人
② 令和５年４月１日現在で 18 歳以上の人
※ 高校生は除きます。
③平日の日中に開催される会議に出席できる人
■ 応募方法　
　委員に応募する理由・動機を 400 字程度にまと

め、必要事項を記載した申込書を提出してください
（FAX、メール可）。申込書は、役場デジタル・みら

い戦略課および東郷・泊各支所に備え付けているほ
か、町ホームページで取得することもできます。
■応募期限　５月 19 日（金）必着
■ 申し込み・問い合わせ　役場デジタル・みらい戦

略課（〒 682-0723　久留 19 番地１、℡ 35-5306、
FAX 35-3697、メールアドレス：ymirai@yurihama.
jp）

ゆりはま創生総合戦略会議委員を募集！
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日本のハワイへ、ようこそ！
ロス郡長夫妻来町

　４月 15 日、羽合小学校体育館で３年ぶりに
町スポーツ少年団結団式が開催されました。
　式には、町内で活動する 20 団体が参加し、
各団の代表者が、今年１年の目標や意気込み
を発表。決意も新たに今年の活動がスタート
しました。
　山田直樹教育長は「新型コロナウイルス感
染症でなかなか思うようにいかないことも
あったでしょうが、健康に気を付けて目標が
達成できるように練習に励んでください」と
エールを送りました。 　３月 16 日、町介護予防・健康づくりリーダー

スキルアップ講座が役場で開催されました。
　この講座は、高齢者のフレイル予防（心身
機能低下予防）のため、地域で行われるサロ
ン活動の運営をより充実させることを目的と
して、開催したものです。
　参加者は、講師の作業療法士・藤田恵子さ
んから、目標を持ってサロンに参加すること
で、効果的にフレイル予防につながる「私の
プラン」について学んだ後、広告を使った楽
しいレクリエーションを体験しました。

YurihamaTopics
ゆりはまトピックス まちの話題

決意新たに、練習へ意欲
町スポーツ少年団結団式

楽しく効果的なサロン運営を学ぶ
町介護予防・健康づくりリーダースキルアップ講座

　３月 21 日から 23 日にかけて、町が姉妹都
市提携を結んでいるアメリカ合衆国ハワイ州
ハワイ郡のミッチ・ロス郡長夫妻が来町され
ました。
　ロス郡長夫妻は役場や湯梨浜中学校、町商
工会などを訪問されました。町主催の歓迎会
では、町国際交流協会によるフラダンスやウ
クレレ、町内の和太鼓グループ「令元太鼓」
によるパフォーマンスが行われたほか、宮脇
町長が記念品としてノルディックウォーク
ポールを贈りました。
　ロス郡長は「皆さんに歓迎してもらい、素
晴らしい時間を過ごすことができました。ぜ
ひ皆さんもハワイ島にお越しください」と話
されました。

藤田さんに質問する参加者

歓迎会での記念写真

１年の活躍を誓う団員
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身
近
な
話
題
や
イ
ベ
ン
ト
情
報
な
ど
を
お
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。　
役
場
デ
ジ
タ
ル
・
み
ら
い
戦
略
課
（
℡
３
５ｰ

５
３
０
６
）

町内の小中学生にアドバイス
潮田玲子さん講演会・バドミントン教室

春の暖かな陽光も新入生を歓迎

みんなで守ろう交通ルール

町立小中学校入学式

安全教材を寄贈

　４月 10 日、活性化センターはまなすで、健
康運動指導士の宮城志佳さんを講師に迎え、
春の健康づくり教室が開催されました。
　教室には 20 人が参加し、けがをしないよ
うに入念なストレッチを行った後、腹筋やス
クワットなどの筋トレを行い、体を動かしま
した。宮城さんは「自分のペースで体に合っ
た運動を継続していって健康な体を目指しま
しょう」と話されました。
　参加者からは「久しぶりの運動ですっきり
しました」「家で簡単にできる運動を学んだの
で、帰って実践してみたいです」という感想
が聞かれました。

自分のペースで体を動かして元気に
春の健康づくり教室

　（一財）鳥取県労働者福祉協議会が 3 月 23 日、
交通安全教材 490 冊を町に寄贈されました。
　同協議会の本川博孝理事長は「子どもたち
だけでなく、保護者や地域の皆さんと見て、
交通ルールを学び、安心・安全な生活を送っ
てもらいたいです」と話されました。
　いただいた交通安全教材は、町内の小学校低
学年に配布され、学習教材として活用します。

　４月 13 日、町内の小中学校で入学式が行わ
れ、羽合小学校では 73 人、泊小学校では 14 人、
東郷小学校では 38 人、湯梨浜中学校では 135
人の児童生徒が入学しました。
　このうち、東郷小学校の福田早由里校長は「成
功しても失敗しても頑張ったという経験はすば
らしいことです。諦めずに頑張ってみてくださ
い」と新入生に声をかけられました。

　３月 25 日、元バドミントン日本代表選手の
潮田玲子さんによる講演会とバドミントン教
室が行われました。
　潮田さんは「失敗を成功に導くために～ス
ポーツを通して学んだこと～」というテーマ
で講演後、羽合小学校体育館でバドミントン
の指導をされました。
　潮田さんは「子どもたちと交流する機会が
少なかったので、すごくうれしいです。コロ
ナ禍でできないことがたくさんあったと思い
ますが、これからはしたいことを迷わずして
ほしいです」と子どもたちに言葉を贈られま
した。

教材を山田直樹教育長に手渡す本川理事長（左）

スクワットを行う宮城さんと参加者

お姉さんお兄さんの話を聞く東郷小学校の新入生

潮田さんからアドバイスをもらう参加者

21 広報ゆりはま



要
約
筆
記
者
養
成
講
習
会

参
加
費　
１
回
に
つ
き
５
０
０
円

定
員　
６
人

※
定
員
に
な
り
次
第
、
募
集
を
終
了

し
ま
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
湯
梨
浜
み
ん
な
の
げ
ん
き
館

　
（
℡
３
４ｰ

３
０
１
１
）

　

き
こ
え
な
い
・
き
こ
え
に
く
い
人

の
意
思
疎
通
支
援
を
行
う
要
約
筆
記

者
を
養
成
す
る
た
め
の
講
習
会
で
す
。

日 
時　

▼ 
東
部
会
場
＝
６
月
17
日
（
土
）
～

11
月
11
日
（
土
）
10
時
～
15
時

▼ 

西
部
会
場
＝
６
月
16
日
（
金
）
～

11
月
10
日
（
金
）
10
時
～
15
時

※
全
21
回
の
開
催
と
な
り
ま
す
。

場 

所　
▼ 

東
部
会
場
＝
県
立
福
祉
人
材
研
修

セ
ン
タ
ー
ほ
か

▼ 

西
部
会
場
＝
米
子
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ

ン
セ
ン
タ
ー
Ｂ
Ｉ
Ｇ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｐ
ほ
か

対 

象
者　
高
校
生
以
上

コ 

ー
ス　
▼
手
書
き
コ
ー
ス
▼
パ
ソ

コ
ン
コ
ー
ス

※
受
講
要
件
が
あ
り
ま
す
。
詳
細
は
、

受
講
案
内
ま
た
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

記
載
し
て
い
ま
す
。

受
講
料　
３
千
円　

※
テ
キ
ス
ト
代
は
別
途
必
要
で
す
。

申 

込
方
法　

郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
ま
た

は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
申
し
込
み

フ
ォ
ー
ム

申
込
期
限　
６
月
８
日
（
木
）
必
着

申 

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

中
部
聴

覚
障
が
い
者
セ
ン
タ
ー
（
〒
６
８

２ｰ

０
８
２
２　

倉
吉
市
葵
町
７

２
４
番
地
15
、
℡
２
７ｰ

２
３
５

５
、
℻
２
７ｰ

２
３
６
０
）

　
詳
し
く
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま

た
は
役
場
産
業
振
興
課
ま
た
は
東

郷・泊
各
支
所
に
設
置
し
て
い
る
「
募

集
要
項
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

募 

集
施
設　
ゆ
ア
シ
ス
東
郷
龍
鳳
閣

横
の
「
レ
ス
ト
ラ
ン
」

場
所　
引
地
５
６
０
番
地
３

面
積　
３
２
９
・
25
平
方
㍍

使
用
期
間　
１
年
ご
と
に
更
新

使
用
料　
月
額
14
万
円
（
税
込
み
）

※
光
熱
水
費
な
ど
は
使
用
者
負
担

応
募
期
間　
５
月
31
日
（
水
）
ま
で

応 

募
資
格　
町
税
な
ど
の
滞
納
が
な

い
人

必 

要
書
類　

申
込
書
、
事
業
計
画
書

な
ど

応 

募
方
法　
役
場
産
業
振
興
課
に
必

要
書
類
を
郵
送
ま
た
は
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

役
場
産
業
振
興
課
（
〒
６
８
２ｰ

０
７
２
３　
久
留
19
番
地
１
、
℡
３

５ｰ
５
３
８
３
）

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
ロ
ー
ド
ハ
ワ
イ

ビ
ー
チ
協
議
会
で
は
、
美
し
い
海
岸

線
を
守
る
た
め
、
除
草
や
清
掃
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。
気
持
ち
の
良
い

道
路
を
維
持
す
る
た
め
、
皆
さ
ん
の

ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

役
場
町
民
生
活
課
窓
口
延
長
日
時　
毎
週
水
曜
日　
17
時
15
分
～
19
時　
※
祝
日
を
除
く

内 

容　
証
明
書
発
行
、町
税・水
道
料
な
ど
の
出
納
業
務　
※
そ
の
他
の
業
務
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。

くらしの情報
information

スマホで読める

『広報ゆりはま』
右の二次元コードを読
み取り、アプリ「マチ
イロ」をダウンロード！

android 版

iOS 版

　

各
イ
ベ
ン
ト
な
ど
に
つ
い
て
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大

状
況
に
よ
り
変
更
・
中
止
と
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。
最
新
の
情
報
は
、

各
担
当
窓
口
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

　
正
し
い
運
動
の
知
識
や
身
体
の
こ

と
、
自
分
自
身
の
身
体
の
状
態
を
知

る
良
い
き
っ
か
け
に
し
た
り
、
運
動

を
習
慣
化
し
、
健
康
な
身
体
を
つ

く
っ
た
り
し
ま
し
ょ
う
。

教
室
名　
げ
ん
き
館
で
健
康
に
！

　
初
心
者
向
け
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

　
マ
シ
ン
教
室

日
時　
５
月
16
日
～
６
月
20
日

　
毎
週
火
曜
日
19
時
30
分
～
20
時
30
分

場
所　
湯
梨
浜
み
ん
な
の
げ
ん
き
館

対 

象
者　
▼
げ
ん
き
館
運
動
教
室
を

受
講
し
た
こ
と
が
な
い
人
▼
運
動

を
始
め
た
い
人
▼
運
動
す
る
習
慣

を
付
け
た
い
人

日
時　
５
月
14
日
（
日
）

　
９
時
30
分
か
ら
１
時
間
程
度

※
少
雨
決
行

集
合
場
所　
マ
カ
イ
レ
ス
ト
ル
ー
ム

　
（
橋
津
海
岸
公
衆
用
ト
イ
レ
前
）

作 

業
内
容　
歩
道
・
植
樹
帯
の
除
草
・

美
化
活
動

持 

ち
物　

軍
手
・
除
草
用
具
な
ど
を

お
持
ち
の
人
は
持
参
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　
役
場
建
設
水
道
課

　
（
℡
３
５ｰ

５
３
１
２
）

▼ 

警
察
官
を
名
乗
っ
て
電
話
を
か
け

て
か
ら
訪
問
し
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ

カ
ー
ド
を
偽
物
に
す
り
か
え
て

持
ち
去
り
、
預
金
が
引
き
出
さ

れ
る
被
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を
渡
し
た

り
、
暗
証
番
号
を
教
え
た
り
し
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

▼ 

パ
ソ
コ
ン
画
面
に
ウ
イ
ル
ス
に
感

染
し
た
と
警
告
が
表
示
さ
れ
、
電

話
を
す
る
と
サ
ポ
ー
ト
代
を
要

求
さ
れ
、
電
子
マ
ネ
ー
を
購
入
さ

せ
ら
れ
る
被
害
が
発
生
し
て
い
ま

す
。「
コ
ン
ビ
ニ
で
電
子
マ
ネ
ー

を
購
入
し
て
番
号
を
教
え
て
」
な

ど
の
要
求
は
詐
欺
で
す
。

▼ 

Ｎ
Ｔ
Ｔ
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
の
職
員
を

名
乗
っ
て
未
納
料
金
が
あ
る
と
電

話
を
か
け
て
、
Ａ
Ｔ
Ｍ
か
ら
他

人
名
義
の
口
座
に
振
り
込
み
さ
せ

る
な
ど
の
被
害
が
発
生
し
て
い
ま

す
。
未
納
料
金
が
あ
る
と
の
電
話

や
メ
ー
ル
は
詐
欺
で
す
。

問
い
合
わ
せ　

倉
吉
警
察
署　
　
　

　
（
℡
２
６ｰ

７
１
１
０
）

募

集

詐

欺

に

注

意
！

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
ロ
ー
ド
ハ
ワ
イ
ビ
ー
チ

レ
ス
ト
ラ
ン
入
居
者

お
し
ら
せ

げ
ん
き
館
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
マ
シ
ン
教
室

「ファミリーコンサート～オーケストラで聴くジブリ音楽～」チケット販売
■販売場所　ハワイアロハホール
■販売日時　５月 27 日（土）９時～ 17 時
※ 完売次第終了します。
※５月 28 日（日）以降も、ハワイアロハホールで
引き続き販売します。
■料金（全席指定）
▼一般＝ 1,500 円（当日 2,000 円）▼高校生以下＝

1,000 円（当日 1,500 円）
※ 宝くじ助成による特別料金です。
※ お１人様２枚までです。
※ ３歳未満の入場はご遠慮ください。
※公演の詳細は、『広報ゆりはま』折り込みチラシ
をご覧ください。
■問い合わせ　ハワイアロハホール（℡ 35-5678）

宝くじ文化公演７月 29日開催
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　県内で還付金詐欺の電話がかかってくる事案が発生しています。
　犯人は役場保険課などの職員を名乗り、「保険料の払い戻しがあります」などと電話で言い、その
後、銀行職員を名乗る者からも電話があり、ATM に誘導されて大金を振り込まされます。
　役場職員を名乗る「払い戻しがある」という電話は詐欺を疑ってください。ATM で保険料の還付手
続きはできません。キャッシュカードの番号を聞かれても絶対に教えないでください。詐欺の被害は
他人ごとではありません。みんなで注意しあって、被害を一件でも減らしましょう。
問い合わせ　役場産業振興課（℡ 35-5383）、中部消費生活センター（倉吉交流プラザ２階／℡ 22-3000）

還付金詐欺の電話が発生中！

くらしの情報 information

　
音
楽
の
リ
ズ
ム
に
同
調
し
て
連
続

的
に
全
身
で
動
き
ま
す
。
個
人
の
体

力
に
合
わ
せ
て
無
理
な
く
行
え
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時　
５
月
11
日
、18
日
、25
日
（
木
）

　
10
時
～
11
時

参
加
料 

各
回
５
０
０
円  

場 

所　

あ
や
め
池
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
体
育
館

講
師　
宮
城
志
佳
さ
ん

持 

ち
物　

上
靴
、
運
動
の
で
き
る
服

装
（
ベ
ル
ト
な
ど
含
め
、
身
体
を

締
め
付
け
な
い
も
の
）、
飲
料
水

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
あ
や
め
池
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

　
（
℡
３
２ｰ

２
１
８
９
）

　

認
知
症
の
人
や
そ
の
家
族
、
地
域

の
人
な
ど
ど
な
た
で
も
気
軽
に
参
加
・

交
流
で
き
る
場
所
で
す
。
参
加
者
同

士
で
会
話
し
た
り
、
ゆ
っ
く
り
し
た

時
間
を
一
緒
に
過
ご
し
ま
せ
ん
か
。

日
時 　
５
月
10
日
（
水
）

　

 
10
時
～
11
時
30
分

場 

所　

松
崎
駅
前
総
合
相
談
セ
ン

タ
ー
ど
れ
み

担 

当
ス
タ
ッ
フ　
役
場
長
寿
福
祉
課

保
健
師
、
ど
れ
み
看
護
師

問 

い
合
わ
せ　
役
場
長
寿
福
祉
課

　
（
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
）

　
（
℡
３
５ｰ

５
３
７
８
）

日
時　
５
月
８
日（
月
）～
31
日（
水
）

　
13
時
15
分
～
14
時
15
分

※
期
間
中
の
月
・
水
・
木
曜
日
に
実

施
し
ま
す
。

る
、
ま
た
は
心
身
に
障
が
い
が
あ
る

人
の
た
め
に
使
用
さ
れ
る
場
合
な
ど

に
減
免
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
な
お
、
既
に
普
通
自
動
車
の
減

免
を
受
け
て
い
る
人
は
対
象
と
な
り

ま
せ
ん
。
必
要
書
類
や
対
象
と
な
る

障
が
い
の
程
度
な
ど
に
つ
い
て
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
申
請
は
、
５
月
上
旬
に
送
付
の
納

税
通
知
書
到
着
後
に
、
役
場
町
民
生

活
課
お
よ
び
東
郷
・
泊
各
支
所
で
受

け
付
け
ま
す
。
長
期
入
院
な
ど
の
理

由
で
手
続
が
で
き
な
い
人
は
、
事
前

に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
期
限　
５
月
24
日
（
水
）

問
い
合
わ
せ　
役
場
町
民
生
活
課

　
（
℡
３
５ｰ
３
１
１
６
）

　【
み
ん
な
の
ヨ
ガ
教
室
】

　
か
ら
だ
の
疲
れ
な
ど
を
ヨ
ガ
の
呼

吸
と
体
操
で
改
善
し
ま
せ
ん
か
。
年

齢
、
性
別
を
問
い
ま
せ
ん
の
で
ぜ
ひ

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時　
５
月
の
毎
週
月
曜
日

　
10
時
～
11
時

場 

所　

あ
や
め
池
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
研
修
室

講
師　
小
谷
真
理
子
さ
ん

参
加
費　
各
回
５
０
０
円

定
員　
各
回
12
人

※
子
ど
も
の
同
伴
不
可

持 

ち
物　

運
動
の
で
き
る
服
装
、
飲

料
水

【
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
教
室
】

　
ご
み
袋
や
軍
手
は
当
日
お
渡
し
し

ま
す
。
悪
天
候
の
場
合
は
、
５
月
28

日
（
日
）
に
延
期
し
ま
す
。
延
期
の

場
合
は
、
当
日
７
時
に
町
内
放
送
を

行
い
ま
す
。

日  

時 　
５
月
21
日
（
日
）　

　
８
時
～
（
１
時
間
程
度
）

　
※
小
雨
決
行
で
す
。

集 

合
場
所　

▼
海
岸
＝
橋
津
海
岸
、

宇
野
海
岸
、
石
脇
海
岸
▼
東
郷
池

＝
役
場
東
郷
支
所
、
東
郷
湖
羽
合

臨
海
公
園
ハ
ワ
イ
夢
広
場

問
い
合
わ
せ　
役
場
町
民
生
活
課

　
（
℡
３
５ｰ

５
３
１
８
）

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
受
け
取
り

や
更
新
に
平
日
に
来
庁
で
き
な
い
人
、

こ
れ
か
ら
カ
ー
ド
を
作
り
た
い
人
の
た

め
に
休
日
窓
口
を
開
設
し
ま
す
。

　
な
お
、
証
明
書
発
行
や
転
入
・
転

出
な
ど
の
住
所
異
動
手
続
き
を
行
う

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

日
時　

▼
５
月
13
日
（
土
）
９
時
～
12
時

▼
５
月
28
日
（
日
）
９
時
～
12
時

場
所　
役
場
町
民
生
活
課

取 

扱
業
務　
▼
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
の
受
け
取
り
、
申
請
▼
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
電
子
証
明
書
の
更
新

問
い
合
わ
せ　
役
場
町
民
生
活
課

　
（
℡
３
５ｰ

５
３
１
９
）

　
軽
自
動
車
税
（
種
別
割
）
は
、
心

身
に
障
が
い
が
あ
る
人
が
使
用
す

場
所　
ゆ
ア
シ
ス
東
郷
龍
鳳
閣

参 

加
費　

入
館
料
が
必
要
で
す
。
水

着
の
レ
ン
タ
ル
は
２

０
０
円
で
す
。

問
い
合
わ
せ

　
役
場
健
康
推
進
課

　
（
℡
３
５ｰ

５
３
７
５
）

【
田
畑
児
童
館
Ｊ
パ
ラ
ダ
イ
ス
】

日
時　
５
月
20
日
（
土
）
13
時
25
分
～

場
所　
町
立
田
畑
児
童
館

　
（
久
見
４
１
２
番
地
１
）

内 

容　
プ
ラ
板
で
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
を

つ
く
ろ
う

申
込
期
限　
５
月
16
日
（
火
）

定
員　
15
人
（
事
前
申
込
制
）

持 

ち
物　

プ
ラ
板
に
描
き
た
い
絵

（
必
要
な
人
の
み
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

　
町
立
田
畑
児
童
館

　
（
℡
３
２ｰ

０
９
６
３
）

※
開
館
時
間
は
火
曜
日
～
土
曜
日
の 

８
時
30
分
～
17
時
で
す
。

【
浜
児
童
館
わ
く
わ
く
タ
イ
ム
】

日
時　
５
月
20
日
（
土
）
14
時
～　

場
所　
町
立
浜
児
童
館

　
（
は
わ
い
長
瀬
１
６
７
８
番
地
５
）

内 

容　
模
型
飛
行
機
を
つ
く
ろ
う

申
込
期
限　
５
月
19
日
（
金
）

定
員　
15
人
（
事
前
申
込
制
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

　
町
立
浜
児
童
館

　
（
℡
３
５ｰ

４
２
１
７
）

※
開
館
時
間
は
火
曜
日
～
金
曜
日
の

13
時
～
17
時
30
分
、
土
曜
日
の
９
時

30
分
～
17
時
30
分
（
12
時
か
ら
13
時

は
休
憩
）
で
す
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
休
日
窓
口

消
費
生
活
ト
ラ
ブ
ル

５
月
31
日
は

軽
自
動
車
税
の
納
期
限
で
す
。

納
期
限
内
に
納
付
を
お
願
い
し
ま
す
。
コ
ン
ビ
ニ
・
ス
マ
ホ
ア
プ
リ
・
金
融
機
関
・
役
場
で
支
払
い
が
可
能
で
す
【
問
い
合
わ
せ
】
役
場
町
民
生
活
課
（
℡
３
５ｰ

３
１
１
６
）

春
の
海
岸
・
東
郷
池
一
斉
清
掃

軽
自
動
車
税
の
減
免

催
し
も
の
➊

児
童
館
イ
ベ
ン
ト

温
泉
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
教
室

オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ�

ど
れ
み

あ
や
め
池
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
各
教
室
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【
コ
コ
カ
ラ
筋
力
ア
ッ
プ
教
室
】

日 

時　
毎
週
火
曜
日

　
19
時
30
分
～
20
時
30
分

※
５
月
２
日
、
23
日
の
教
室
は
お
休

み
で
す
。

場
所　
ゆ
ア
シ
ス
東
郷
龍
鳳
閣

内 

容　
体
幹
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

　
筋
力
ア
ッ
プ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

定
員　
15
人

　
（
当
日
受
け
付
け
・
先
着
順
）

参
加
費　
５
０
０
円

※
５
月
９
日
は
無
料

※
龍
鳳
閣
の
会
員
は
参
加
費
３
０
０
円

と
通
常
の
会
員
使
用
料
が
必
要
で
す
。

そ 

の
他　

教
室
終
了
後
に
中
国
風
呂

へ
の
入
浴
は
で
き
ま
す
が
、
混
雑

を
避
け
る
た
め
、
時
間
差
で
の
入

浴
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
当

日
入
浴
で
き
な
い
場
合
は
、
後
日

入
浴
で
き
る
入
浴
券
配
布
の
対
応

を
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　
役
場
健
康
推
進
課

　
（
℡
３
５ｰ

５
３
７
５
） 

　
認
知
症
に
関
す
る
悩
み
や
介
護
に

つ
い
て
話
し
合
い
ま
す
。

日
時　
５
月
24
日
（
水
）
10
時
～
12
時

※
11
時
30
分
か
ら
12
時
ま
で
個
別
相

談
を
お
受
け
し
ま
す
の
で
、
事
前
に

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

場 

所　
中
央
公
民
館
羽
合
分
館

対
象　
認
知
症
な
ど
の
人
の
介
護
者

問 

い
合
わ
せ　
役
場
長
寿
福
祉
課

　
（
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
）

　
（
℡
３
５ｰ

５
３
７
８
）

※
県
認
知
症
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
（
℡

０
８
５
９ｰ

３
７ｰ

６
６
１
１
、
10
時

ゆ
り
は
ま
ネ
ッ
ト
の
不
具
合
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
▼
音
声
告
知
機
＝
役
場
デ
ジ
タ
ル
・
み
ら
い
戦
略
課
（
℡
３
５ｰ

５
３
０
６
）

▼
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
＝
鳥
取
中
央
有
線
放
送
㈱
（
℡
０
１
２
０ｰ

８
８ｰ

２
５
６
５
）

～
18
時
）
も
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　　
今
月
の
健
康
相
談
日
は
「
自
分
の

身
体
を
知
ろ
う
！
」
を
テ
ー
マ
に
、

簡
易
健
康
チ
ェ
ッ
ク
の
ほ
か
、
唾
液

で
ス
ト
レ
ス
度
の
度
合
い
が
チ
ェ
ッ

ク
で
き
る
キ
ッ
ト
も
準
備
し
て
い
ま

す
。
自
分
の
身
体
や
生
活
を
い
ろ
い

ろ
な
視
点
で
見
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　
相
談
の
後
は
温
泉
で
心
と
身
体
を

ほ
ぐ
し
、「
リ
ラ
ッ
ク
ス
の
日
」
と

し
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
電
話
予
約
い
た
だ
く
と
、
ス
ム
ー

ズ
な
相
談
が
可
能
で
す
。

日
時　
５
月
25
日
（
木
）

　
13
時
30
分
～
16
時

場
所　
ゆ
ア
シ
ス
東
郷
龍
鳳
閣

内 

容　
健
康
チ
ェ
ッ
ク
（
握
力
測
定・

血
圧
測
定
・
血
管
年
齢
測
定
・
身

体
測
定
・
体
脂
肪
測
定
）、
唾
液

で
ス
ト
レ
ス
度
チ
ェ
ッ
ク

※
相
談
は
無
料
（
入
湯
さ
れ
る
人
は
、

別
途
料
金
が
必
要
で
す
）。

問
い
合
わ
せ　
役
場
健
康
推
進
課

　
（
℡
３
５ｰ

５
３
７
５
）

【
法
律
】
※
要
事
前
予
約

日
時　
５
月
17
日
（
水
）
13
時
～
15
時

場
所　
中
央
公
民
館
羽
合
分
館

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
暮
ら
し
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
ゆ
り

は
ま
（
町
社
会
福
祉
協
議
会
）

　
（
℡
３
５ｰ

２
３
５
１
）

　　

手
び
ね
り
で
の
陶
芸
体
験
で
す
。

初
心
者
で
も
簡
単
に
楽
し
め
ま
す
。

日
時 　
５
月
14
日
（
日
）

　
９
時
30
分
～
　
※
２
時
間
程
度

場
所　
町
ふ
る
さ
と
陶
芸
館

　
（
は
わ
い
長
瀬
１
９
５
０
番
地
48
）

参
加
費　
７
０
０
円
（
粘
土
代
含
む
）

申
込
期
限　
５
月
11
日
（
木
）

定
員　
12
人
（
事
前
申
込
制
）

注
意
事
項

▼ 

多
少
汚
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

気
に
な
る
人
は
エ
プ
ロ
ン
を
ご
持

参
い
た
だ
く
か
、
汚
れ
て
も
よ
い

服
装
で
お
願
い
し
ま
す
。

▼ 

駐
車
場
が
少
な
い
た
め
、
な
る
べ
く

乗
り
合
わ
せ
て
ご
来
館
く
だ
さ
い
。

問 

い
合
わ
せ　
町
教
育
委
員
会
生
涯

学
習
・
人
権
推
進
課

　
（
℡
３
５ｰ

５
３
６
７
）

　
ゆ
り
は
ま
ヘ
ル
シ
ー
く
ら
ぶ
会
員

は
、
次
の
運
動
教
室
に
参
加
し
て
い

た
だ
く
と
、
１
回
参
加
ご
と
に
10
ポ

イ
ン
ト
を
付
与
し
ま
す
。

注 

意
事
項　
次
の
人
は
参
加
を
お
控

え
く
だ
さ
い
。
▼
体
調
の
悪
い
人

▼
医
師
の
指
示
に
よ
り
運
動
制
限

の
あ
る
人

【
つ
み
た
て
貯
筋
運
動

か
ら
だ
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
教
室
】

日 

時　
毎
週
水
曜
日
14
時
～
15
時

※
５
月
３
日
の
教
室
は
お
休
み
で
す
。

場
所　
羽
衣
会
館

内 

容　

腰
痛
・
肩
こ
り
予
防
ス
ト

レ
ッ
チ
、
骨
コ
ツ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

な
ど

※
プ
ラ
ス
５
分
「
か
ら
だ
の
ゆ
が
み

補
正
講
座
」
を
し
ま
す
。

定
員　
15
人

　
（
当
日
受
け
付
け
・
先
着
順
）

参
加
費　
５
０
０
円

※
５
月
10
日
は
無
料

【
つ
み
た
て
貯
筋
運
動

リ
ズ
ム
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
教
室
】

日 
時　
毎
週
木
曜
日
10
時
～
11
時

※
５
月
４
日
、
25
日
の
教
室
は
お
休

み
で
す
。

場
所　
中
央
公
民
館

内 

容　
リ
ズ
ム
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

※
プ
ラ
ス
５
分
「
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
講

座
」
を
し
ま
す
。

参 

加
費　
５
０
０
円

※
５
月
11
日
は
無
料

【
つ
み
た
て
貯
筋
運
動
足
腰

し
っ
か
り
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
教
室
】

日 

時　
毎
週
金
曜
日

　
13
時
30
分
～
14
時
30
分

※
５
月
５
日
の
教
室
は
お
休
み
で
す
。

場
所　
中
央
公
民
館
羽
合
分
館

　
会
議
室
Ａ

内 

容　

足
腰
の
筋
力
ア
ッ
プ
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
、
頭
と
か
ら
だ
の
体
操

※
プ
ラ
ス
５
分
「
シ
ェ
イ
プ
ア
ッ
プ

講
座
」
を
し
ま
す
。

※
５
月
12
日
は
、
知
っ
て
得
す
る
健

康
講
座
（
30
分
）「
骨
粗
し
ょ
う
症

予
防
！　
食
事
の
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い

て
」
を
開
催
し
ま
す
。

参
加
費　
５
０
０
円

※
５
月
12
日
は
無
料

そ
う
だ
ん

健

康

相

談

日

催
し
も
の
➋

ふ
れ
あ
い
総
合
相
談
所

家

族

の

つ

ど

い

町職員（専門職）採用資格試験
■職種　保育教諭を若干名、土木技師を１人
■受験資格　以下の要件を満たす人
▼ 保育教諭＝昭和 53 年４月２日以降に生まれた人で、保

育士資格と幼稚園教諭免許の両方を持つ人、または令和
６年３月 31 日までに取得見込みの人

▼ 土木技師＝昭和 63 年４月２日以降に生まれ、次の要件
のいずれかを満たす人

① 学校教育法に基づく大学または短期大学、専修学校の専

門教育課程（修業年限２年以上）、高等専門学校もしく
は高等学校の土木に関する科目を履修し、卒業した人

②建設業法による土木施工管理技士
■申込期限　５月 11 日（木）17 時
■ 申込方法　インターネット電子申請による

申し込み
■１次試験　５月 28 日（日）
■採用予定日　令和６年４月１日

湯梨浜の未来を共に創ろう 【申し込み・問い合わせ】
役場総務課（℡ 35-3112）

運

動

教

室

陶

芸

体

験

教

室
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特
設
人
権
・
行
政
相
談
所

消

費

生

活

information

場 

所　

倉
吉
交
流
プ
ラ
ザ
２
階
（
倉

吉
市
駄
経
寺
町
１
８
７
番
地
１
）

問  

い
合
わ
せ　
中
部
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
（
℡
２
２ｰ

３
０
０
０
）

【
休
日
急
患
診
療
】

　
▼
内
科
・
小
児
科
（
中
部
休
日
休
館

診
療
所
）
９
時
～
21
時
（
日
・
祝
）
▼

歯
科
（
中
部
歯
科
医
師
会
口
腔
衛
生
セ

ン
タ
ー
）
９
時
～
15
時
（
日
・
祝
）
▼

小
児
科
（
県
立
厚
生
病
院
）
10
時
～
13

時
15
分
（
日
・
祝
）

【
休
日
診
療
】

　
８
時
～
翌
朝
８
時
（
日
・
祝
）

病
院
名
と
担
当
（
内
科
・
外
科
）

　
３
日　
垣
田
（
内
）・
温
泉
（
外
）

　
４
日　
藤
井
（
内
）・
北
岡
（
外
）

　
５
日　
厚
生
（
内
）・
野
島
（
外
）

　
７
日　
信
生
（
内
）・
清
水
（
外
）

　
14
日　
垣
田
（
内
）・
厚
生
（
外
）

　
21
日　
野
島
（
内
）・
北
岡
（
外
）

　
28
日　
信
生
（
内
）・
清
水
（
外
）

　　
今
後
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
拡

大
の
状
況
に
応
じ
て
予
約
制
を
再
開
す
る

場
合
も
あ
り
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

日 

時
・
場
所　

▼
５
月
４
日
、
６
月
１
日
（
木
）

　
13
時
～
15
時
＝
中
央
公
民
館

▼
５
月
９
日
（
火
）
13
時
～
15
時

＝
中
央
公
民
館
羽
合
分
館

▼
５
月
16
日
（
火
）
13
時
～
15
時

＝
役
場
泊
支
所

問
い
合
わ
せ　
役
場
町
民
生
活
課

　
（
℡
３
５ｰ

５
３
１
９
）　

　
専
門
相
談
員
が
悪
質
商
法
や
契
約

に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
、
多
重
債
務
や

ヤ
ミ
金
融
で
の
悩
み
事
な
ど
、
消

費
生
活
に
関
す
る
相
談
に
対
応
し
ま

す
。
相
談
は
無
料
で
す
。
秘
密
は
厳

守
さ
れ
ま
す
の
で
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

日 

時　
▼
火
曜
日
～
土
曜
日
＝
９
時

～
17
時
30
分
▼
月
曜
日
、
祝
・
休

日
の
翌
日
＝
８
時
30
分
～
17
時

※
月
曜
日
、
祝
・
休
日
の
翌
日
は
電

話
相
談
の
み
で
す
。

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

休

日

診

療

日

オ
ー
プ
ン
デ
ー

【３月のごみ分別優秀集落】
松崎二、松崎三、松崎四、旭、方地、漆原、北福、福永、高辻、
方面、国信、引地、麻畑、野花、羽衣石、三通田、埴見、
筒地、泊１、泊２、泊６、園、光吉、赤池、上橋津

家庭ごみ    　　　㌧  （+  2.1）239.0

　「蛍光管」「乾電池」「充電池一体型製品」は
「有害ごみ」の日に出してください。不燃ごみ

の日には出せませんのでご注意ください。詳
しくは日程表、分別冊子をご覧ください。

■　蛍光管、乾電池などは ｢有害ごみ」

３月（前年同月比）ごみの量
件　数　　    　　件  　（  4）
死　者　　    　　人  　（  0）
重傷者　　    　　人  　（  1）
軽傷者　　    　　人  　（  3）

１
０
０
１

３月中まとめ（年間累計）

人　口    　　　　  人　（－ 52）
おとこ    　　　　  人　（－ 19）
おんな    　　　　  人　（－ 33）
世帯数    　　　　世帯（－   2）

16,394
7,863
8,531
6,438

３月31日現在（前月比）人の動き

交通事故

【
ぽ
か
ぽ
か
広
場
（
は
わ
い
こ
ど
も
園
）】

　
２
日
、
９
日
火
９
時
30
分
～

　
　
手
形
足
形
ア
ー
ト

　
６
日
土
９
時
30
分
～
み
ん
な
で
遊
ぼ
う

　
８
日
月
10
時
～
離
乳
食
の
お
話
会

　
10
日
水
９
時
30
分
～
赤
ち
ゃ
ん
広
場

　
　
対
象
：
２
カ
月
児
～
６
カ
月
児

　
11 
日
、
25
日
木
９
時
30
分
～

　
　
発
育
測
定

　
15
日
月
10
時
～

　
　
シ
ェ
ル
ハ
ブ
メ
ソ
ッ
ド
体
験

　
　
（
要
予
約
）

　
17
日
水
10
時
～

　
　
プ
レ
ｍ
ａ
ｍ
ａ
広
場

　
　
（
沐も

く
よ
く浴
練
習
・
産
前
産
後
に
必
要
な

　
　
栄
養
の
話
）

　
24
日
水
９
時
30
分
～
ハ
イ
ハ
イ
広
場

　
　
対
象
：
６
カ
月
児
～
12
カ
月
児

　
30
日
火
10
時
～
誕
生
会

【
す
ま
い
る
広
場
（
花
見
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
）】

　
８
日
、
15
日
、
29
日
月
、
10
日
、
17
日
、

　
24
日
、
31
日
水
９
時
30
分
～

　
　
好
き
な
遊
び　

【
サ
ン
サ
ン
広
場
】

　

23
日
火
９
時
30
分
～
親
子
で
遊
ぼ
う

　
　
会
場
：
湯
梨
浜
み
ん
な
の
げ
ん
き
館

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の

くらしの情報

影
響
に
よ
り
、「
オ
ー
プ
ン
デ
ー
」
は
中

止
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

調 査 日
　６日
１６日
２２日
３０日

（前年３月：70~160cm）
透 明 度
１３０cm
　９０cm
　７０cm
　７０cm

東郷池透明度調査〔３月〕

もっと身近で
もっと豊かな

東郷池へ

もっと身近で
もっと豊かな

東郷池へ

おわびと訂正
　『広報ゆりはま』４月号
に お い て、38・39 ペ ー ジ
の「ふれあい総合相談所」
と「特設人権・行政相談所」
の 内 容 を 逆 に し て い ま し
た。おわびして訂正します。
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 編
集

・
発

行
／

湯
梨

浜
町

役
場

デ
ジ

タ
ル

・
み

ら
い

戦
略

課
 　

〒
682-0723 鳥

取
県

東
伯

郡
湯

梨
浜

町
久

留
19

番
地

1
 　

℡
0858 -35 -5306 FAX 0858-35-3697 電

子
メ

ー
ル

koho@
yuriham

a.jp

ゆ
元気いっぱい！！

キッズ
りはま

R4.5.25 生まれ（宇谷）
（恭之さん・真子さん）

西本　心
こはる
春ちゃん

１歳おめでとう　ぷくぷくほっぺ、に
こにこ笑顔のこはる　だぁいすきだよ

R2.5.6 生まれ（門田）
（寿磨さん・奈穂さん）

林　いちかちゃん
みんなを笑顔で癒やしてくれてありがと
う　いっちゃんらしくいつも笑ってね

HAPPY
BIRTHDAY!!

月生まれ
５

　住所・氏名・生年月日・保護者氏名・電話番号・
35 字程度のコメントを添えて、メールにて役場デジ
タル・みらい戦略課にお申し込みください。掲載後
には、A4 版の拡大写真をプレゼントします。
※申し込み後５日以内に担当者からの受領報告がな
い場合は、役場デジタル・みらい戦略課にご確認く
ださい。
※A4 版の拡大写真は、画像が粗くなる場合があります。

満４歳までのお子さんの写真を募集

【6月生まれの締め切り】５月８日月（先着順）

サワラのレモン・バター焼き
♪今日からはじめる減塩レシピ

血圧コントロールで健康を守る！

■材料（１人分）
サワラ切り身…60g、食塩…0.2g

（指２本でつまむと 0.5g ぐらいに
なるのでそれよりも少なめ）、バ
ター…５g、レモン薄切り…１枚

（レモンがなければレモン汁数滴でもよいです）
■作り方
①サワラの身に分量の食塩を振り、しばらく置く。
② アルミホイルにサワラの切り身を置き、上に

バターとレモンをのせ、ホイルを丸めて口を
しっかり閉じる。

③ グリルまたはオーブントースターで 15 分蒸
し焼きにする。
■食塩量　0.3g
■減塩ポイント
　少ない食塩量でも、レモンとバターの風味で
魚の生臭さも消え、おいしく食べることができ
ます。
■問い合わせ　役場健康推進課（℡ 35-5375）

！

2023年
5月

　
vol.224

足
跡

　

表
紙
が
変
わ
っ
た
の

に
お
気
づ
き
で
し
ょ
う

か
。
担
当
者
は
変
わ
っ

て
い
ま
せ
ん
が
、
企
画

課
か
ら
デ
ジ
タ
ル
・
み

ら
い
戦
略
課
に
変
わ
っ

た
と
い
う
こ
と
で
、
心

機
一
転
、
表
紙
を
変
え

て
み
ま
し
た
。

　

課
内
に
は
、
元
広
報

担
当
者
が
３
人
い
ま
す
。

ア
ド
バ
イ
ス
を
聞
い
て
、

よ
り
良
い
広
報
に
な
る

よ
う
努
め
ま
す
の
で
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

R4.5.16 生まれ（長瀬中部）
（昭彦さん・悠子さん）

永島　緒
お み

海ちゃん
１歳おめでとう　これからも緒海
の笑顔でみんなを幸せにしてね！

R2.5.1 生まれ（水下）
（優司さん・明菜さん）

村中　葵
あおい

ちゃん
あおちゃん３歳おめでとう　これ
からもたくさんの笑顔を見せてね

★

♪
★

オオキンケイギクの駆除にご協力を！
　オオキンケイギクは、毎年５月から
７月ごろにかけて、道端や河原などでよ
く見かける鮮やかな黄金色の花です。非
常に強い生命力を持ち、日本固有の野草
の生息地を奪って景観を変えてしまいま
す。このため、日本の生態系に重大な影
響を及ぼす恐れがあるとして、外来生物
法による法律 ※で「特定外来生物」に指

定され、販売や栽培などが禁止されています。
　ご自宅の庭や畑に生えている場合は、実が成熟する前に
根から引き抜き、種子が飛ばないようビニール袋などに入
れ、可燃ゴミとして処分をお願いします。
※特定外来生物による生態系等に係る被害の防止に関する
法律
問�い合わせ
　県中部総合事務所環境建築局（℡ 23-3276）、役場まちづ
くり企画課（℡ 35-5305）
※その他の「特定外来生物」や外来生物法については環
境省のホームページ（http://www.env.go.jp/nature/intro/）
から確認できます。

♪
★

　 日 本 赤 十 字 社 で は、
災害に対する救護活動、
ボ ラ ン テ ィ ア の 育 成、
救急法をはじめとした各種講習、献血推進、地域医療の提
供など、さまざまな事業を行っています。
　これらの活動は、赤十字運動の趣旨にご賛同いただく皆さ
んからお寄せいただく活動資金によって支えられています。
　毎年５月を赤十字運動月間とし、赤十字の理念や活動へ
のご理解とご協力を呼び掛けています。困っている人や苦
しんでいる人を救うために、赤十字の活動への参加やご支
援をよろしくお願いします。
問い合わせ　役場総合福祉課（℡ 35-5373）

５月は赤十字月間です！
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